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プロローグ








　──とあるシティホテルの一室。

「ふぁ、む……ん、ぅうっ……」

　触れ合う唇から、悩ましい吐息がこぼれる。

「弘ひろ貴たかさんっ……」

「都みやこ……かわいいよ」

　何度もキスを交わしたあと、名残惜しく離れる唇が、互いの名前をいとおしげに紡いだ。

　私はベッドに腰掛ける弘貴さんの身体に跨り、その中心でつながりながら抱き合っている。彼の首元にしがみつき、下から突き上げられるたびに全身を揺らし、快感を貪っているところだった。

「ここ突かれるの、好き？」

「んんっ、す、きっ……！」

　自重が加わることによって、より深い快楽を得ることができるこの体位は、大好きな弘貴さんともっとも近くにいられる体勢でもあるから、安心感や幸福感を覚えやすくてお気に入りだ。悦びに揺蕩いながら、素直に答える。

「素直に言えて……んっ、偉いねっ……」

　私の反応に満足そうにつぶやいた彼も悦楽のなかにいるらしい。時折言葉を詰まらせながら、下から腰を押し付けてくる。

「──だいぶ慣れてきたかな。都のナカ、吸い付いてくる……」

「い、言わないでっ……は、恥ずかしいからぁっ……！」

　まるで自分の身体が貪欲であると揶揄されているようで、たまらなく恥ずかしい。私は彼にしがみつく腕の力を強くしながら、羞恥に耐える。

「褒めてるんだよ。反応してくれて、うれしいって」

「ひ、う……ぁあっ……」

　彼が喉奥で笑ったのが、振動で伝わってくる。その間も律動は止まない。

「ほら、腰動いてる。自分でもほしくなっちゃってるんでしょ？」

「ぁ、ううっ……！」

　完全に無意識だった。身体が勝手に、快感を得るために動いている。私の意思じゃない。そう訴えたいけど──ただの言い訳になってしまうだろうことは、自分でもわかっている。だから、言い返せない。

「そん、な……っ、ふぁ、下から、ぐりぐり……っ、んぁっ、しないでぇっ……！」

　内壁を掻き分け、奥の窄まりをトントンと刺激されると、得も言われぬ愉悦が弾けて、なにも考えられなくなってしまう。喘ぎ交じりに詰ると、弘貴さんは私の耳元に唇を寄せて、煽るようにこう言った。

「……でも気持ちいいんでしょ？　っ、は……悦んでるくせにっ……ちゃんと認めてよ、都っ……！」

「～～～～っ……！」

　──ぞくぞく、と鮮烈な喜悦が背中を駆け抜けた。

　私が激しい悦びを覚えているのを知っていて、わざとそんなことを言っている。いつも優しくて穏やかな彼は、夜になるとこんな一面を覗かせる。

　……こんな風に、ふたりきりで会うようになるまで知らなかった。

「ひ、弘貴さんがこんなにっ……いじわるなこと言う人なんてっ……最初は、思ってなかったっ……！」

「誰にでもいじわる言うわけじゃないよ」

　弘貴さんは片手で私の頭を労わるように撫でてから、私の顔を覗き込んだ。私も首に回した腕の力を緩めて、彼の瞳を見上げる。

　彼はその目を細めて、いとおしそうに微笑む。

「──都がかわいくて、いじめたくなるのがいけないんだ」

「ぁうううっ！」

　彼はそう言うと、私の身体の奥を穿つスピードを速めた。ぐちゅぐちゅと卑猥な音を立てながら、彼の逞しい屹立が、勢いをもって出入りする。

「っ、あっ、お腹、じんじんしてっ……変になるっ……！」

「うれしいな。そんなに感じてくれて──もっと変にしてあげる」

「あんんっ！」

　弘貴さんが片手で私の腰をぐっと掴み、さらに抽送を速めた。張り詰めた怒張が、感じやすい秘肉をぐりぐりと擦り上げ、もう片方の手で秘芽を転がしながら、容赦なく悦楽を刻み込んでくる。

　──気持ちいい、気持ちいいっ……頭のなか、それしか考えられなくなっていくっ……！

「も、だめぇ──私、もうっ……あぁっ……！」

　弱いところを責められて、快感の目盛りが振り切れそうだった。私が涙目で訴えると、呼吸を乱した弘貴さんがおおきくうなずく。

「うん、俺もっ……もうイきそうっ……！」

　彼の動きが大きく、無遠慮なものに変わっていくにつれ、私の快感も勢いよく膨れ上がっていく。眩い愉悦が、私と弘貴さんを追い詰める。

「弘貴さんっ、弘貴さんっ……!!」

「っ、都っ……!!」

　私たちはお互いの名前を呼びながら、激しい歓喜を追いかける。身体のいちばん奥深くで彼と触れ合ったとき、途方もない悦びに感じ入って──私たちは、ともに果てた。

　脱力した身体で酸素を貪り、抱き合いながら、私たちはキスを交わす。触れるだけの優しいキスが心地よい。

「……弘貴さん、大好き……」

「俺もだよ、都……」

　──弘貴さんが好き。大好き。

　キスして、抱き合って、愛を囁き合える関係になったことがいまだに信じられないと思うくらい。好きで好きでたまらない人。

　しばらくはけだるさもあって身体をつなげたまま抱き合っていたけれど、先に行動を起こしたのは弘貴さんだ。私の身体から自身を引き抜き、避妊具の処理をしながら、ティッシュで私の身体を清めてくれる。

　その途中──

「──また増えてる」

「え？」

　私の身体をベッドに横たえたあと、彼が私の膝頭を軽く撫でながらつぶやく。

「アザ。前に会ったときはなかった」

　彼が指摘したのは、数日前、家のローテーブルにぶつけてしまったときにできたアザだった。

「さすが先生。……よく見てるね」

　ほんの少し前まで、私は彼をそう呼んでいた。私が笑うと、弘貴さんもつられたように笑って、私の顔を見下ろした。

「もう『先生』は卒業したはずでしょ？」

「……うん、そうだね」

　──もう弘貴さんは『先生』じゃない。肩書じゃなく、名前で呼べる間柄になれた事実がうれしい。

　……うれしいのに、近頃はたまに不安になってしまう、私と弘貴さんの関係になんて名前をつけたらいいの？

　『彼女』？　それとも……『セフレ』？

　私はもやもやした気持ちを抱えながら、弘貴さんとの出会いに思いを馳せた。
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「うわ～、困ったな～」

　初夏らしく、街行く人たちが半そでを着るようになってきた月のある日。

　ランチタイムが終わり、仕事を再開した金指産業の三階エントランス。お手洗いから戻った私が通りかかると、斎さい藤とう先輩が台詞通りの困惑気味な声で小さく叫んだ。

　先輩の視線の先には、両手で抱えなければいけない大きさのダンボール箱が三つ積まれていた。高さは小柄な彼女の身長の半分ほどで、中身がＡ４のコピー用紙であることが側面に書かれている。

「あー……本当ですね」

　私──小こ関せき都が同調すると、斉藤先輩の表情がうんざりと言いたげなものに変わった。そしてため息とともにつぶやく。

「配達の人、担当変わったみたいで。入り口に置いて行っちゃったんだね」

　いつもコピー用紙は、法人契約している事務用品の通販サイトで購入している。うちの会社はオフィスが三階と二階に跨っており、コピー機は二階にしか設置されていないため、それを知っていた前任の担当の配送ドライバーは二階に直接運び入れてくれていたのだけど、先輩の話では、今日はいつものドライバーではなかったようだ。

　このビルにはエレベーターがない。加えて、普段二階のエントランスは非常口みたいな外観で、外部の人が気軽に開けられる雰囲気ではない。私たち内部の人間も、二階へはフロア内の階段を使って降りているため、ドライバーは気を遣ってわざわざ三階まで運んでくれたわけだ。……この大荷物を階段で。

　その労力は本当にありがたい。でもそうなると、今度はこれを自分たちの力で二階まで降ろさなければいけない。

「うーん、どうしよ～……男性社員、出払っちゃってるしなぁ……」

　タイミング悪く、今日は社内に男手がない。斎藤先輩はダンボールの箱を見つめながら、不安げに胸の前で手を組んだ。

　先輩は小柄なうえに華奢で、いかにも守ってあげたくなるイメージの人だ。ウォームブラウンに染めた髪をシニヨンにしていると、顔周りがすっきりして、小さな顎がより強調されて見える。優しげでふんわりした眉。大きな目にはローズブラウンのアイシャドウ。艶やかでかわいらしいフューシャピンクのリップが、彼女の女性らしさと透明感をより高めている。

　そして、胸の前で組んだ手。その指先には、夏らしいシャーベットカラーのジェルネイルが施されている。カラーはピンクとラベンダー。指によってはワンポイントでストーンの飾りがついていて、とてもかわいらしい。

　私は改めて自分の格好を見た。型通りの、上下黒のパンツスーツは、まだ会社の雰囲気を掴み切れていないため、失礼にならないようにと選んで着ているものだ。

　ほぼノーメイクといって過言ではないナチュラルメイクや、控えめな茶色にカラーリングしている内巻きのボブヘアも、彼女に比べれば子どもっぽい印象かもしれない。特に顔立ちに関しては、同年代に比べてやや童顔である自覚があるから、余計に。

「あの、私運びますよ」

　ちょっと迷ったけれど、私は意を決して切り出した。

「え、けっこう重いよ？　大丈夫？」

「はいっ、任せてください」

　先輩は私がそう言い出すとは思っていなかったみたいだ。彼女が瞠目して訊ねてくるけれど、私はしっかりとうなずく。

「無理しないでね。今すぐじゃなくてもいいんだし」

「ありがとうございます。でも、力仕事には自信あるので」

　本当のところ、自慢できるほどの力持ちではない。いわゆる中肉中背で、スポーツの経験があるわけでもない。そんな私がわざわざ役目を買って出たのにはふたつ理由があった。

　ひとつは、純粋に斎藤先輩を助けたいから。中途でこの会社に入ってまだ一ヶ月の私を、いつも明るく優しく指導してくれる先輩の役に立ちたかった。

　──彼女にコピー用紙なんて重いものを持たせるわけにいかない。あの素敵なネイルにも、傷がついちゃうかもしれないし。

　そしてもうひとつは、なにかしらの形で早く会社に貢献したいという気持ちを強く持っていたからだ。新入社員ゆえに、まだ対応できない仕事が多い。この会社はどの部署も少数精鋭で回しているから、周囲の先輩方は常に忙しく働いているのだけど、今の私ではそのお手伝いをできることが少ない。

　せめてコピー用紙を二階へ運ぶ、という単純作業なら自分でもできそうだ。そのぶん、男性社員がそこに取られる時間を浮かせることができる。

　三階から二階へは、途中踊り場のある折り返し階段を降りてすぐ。距離的には大したことはないから、気合でどうにかなるだろう。

　そう思って、私はいちばんうえのコピー用紙のダンボールを、持ちやすくするために左右に巻かれていたナイロンの紐を引っ張り、持ち上げてみる。

　──思ったよりずっと重い。

「すごーい、小こ関せきさん。それ十五キロはあるのに」

　──十五キロ!?　どうりで重いはずだ。

　先輩の感嘆に心のなかでおどろきつつ、私は平静を装った顔で、まず階段まで辿り着く。いちどダンボールを下ろして休憩してから降りようかとも考えたけれど、気力が萎えないうちに済ませたい気持ちのほうが強かったので、そのまま降りていく。

　足元を確認できないから、感覚で降りていくしかない。一歩一歩、踏みしめるようにゆっくりが理想だったけれど、そんなことをしているとすぐに腕の限界がやってきてしまうので、私はある程度勢いにまかせて階段を下っていく。でもこれが、よくなかった。

「あ」

　腕の痛みに急き立てられながら足を踏み出した場所に、階段はなく──つまり、踏み外してしまったわけだ。バランスを崩した私は、コピー用紙の箱ともども崩れ落ち、踊り場の床に仰向けに叩きつけられる。

「小関さんっ！」

「いたたた……」

　斎藤先輩の悲鳴のような叫びが聞こえた直後、身体の──特に、箱の乗った右足首の痛みが襲ってくる。

「大丈夫!?　しっかりして」

　駆け寄ってきてくれた先輩が、私の顔を覗き込む。

　──あぁ、失敗しちゃった。役に立てると思ったんだけどな……。

　ふがいない自分を呪いつつ、私は起き上がれないまま、小さな声で「大丈夫です」と答えた。
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　安静にしているうちに、転倒による身体全体の痛みは引いた。けれど、右足の甲の部分から先にかけては腫れていく一方で、むしろ痛みが増していった。結局、午後は半休をもらい、近所の大学病院の整形外科までタクシーを走らせ、診てもらうことにした。

　病院なんて大げさかなと思ったものの、地面に足が着くたびに鋭い痛みが走るし、歩くのにも時間がかかる。傷めているのには違いなさそうだ。

　快く送り出してくれた職場の面々に、申し訳なさと情けなさで悶々としたまま、待合のソファで待つこと三十分。

「小関さん、診察室二番にお入りください」

「はい」

　看護師に名前を呼ばれて診察室に入る。

　すると、椅子にかけた若い男性医師がこちらを振り返り「こんにちは」と優しく微笑んだ。

　──うわっ、カッコいい……！

　その瞬間、激しくときめいてしまった。

　私よりも少し年上だろうか。シンプルなショートヘアの似合う黒髪に、凛々しい眉。二重の、存在感のある黒い瞳。シャープなフェイスライン。身にまとう真っ白な白衣のせいもあってか、清潔感のある雰囲気の男性に、否応なしに視線が釘付けになる。

　彼のシルエットをなぞるように視線を下へ滑らせていくと、首元に提げられている写真付きの名札に『吹浦 弘貴』と書かれているのを確認する。

　……珍しい苗字だ。『ふくうら』？　『ふきうら』？　……なんて読むんだろう。

「どうぞ、おかけください」

「はっ、はいっ！」

　──いけない、見とれてしまっていた。

　微動だにしない私を見て、先生が訝しそうにしていることに気が付く。私は慌てて返事をすると、勧められるまま、彼の前の丸椅子に腰かけた。

「今日はどうされましたか？」

「あの……階段から落ちてしまって、それから右足が痛くて」

　ドキドキしていることが悟られないように、私はきゅっと表情を引き締め、パンツスーツの上から右の膝に触れて言う。

「ではあちらのベッドで足を見せてもらえますか？」

　デスクの反対側に診察用のベッドが置かれている。浅履きのフットカバーとパンプスを脱ぎ、そのなかでぱんぱんに腫れている右足を出した。

　痛みでそれどころではないとはいえ、ペディキュアのひとつも塗っていない素足をイケメンに見られるのはちょっと緊張する。こっそり深呼吸をしていると、先生が「失礼します」と断りを入れ、両手で私の足の甲を包むように触れる。

　──不謹慎だけど、この状況……ドキドキするっ……！

　体中の熱が集まっているみたいに、顔が熱い。赤面しているだろうことに気付かれないようにじっと耐えるのが精一杯だった。

　男性に触れられたのはいつくらいぶりだろう。……最初で最後の彼氏がいた、二年前以来だ。よほど近しい間柄の人でなければ、身体に触れられる機会なんてないし。

「いたっ……」

　先生の触れ方によっては、歩いているときのようにズキンと鋭い痛みが走る。つい声を漏らすと、先生は小声で「すみません」と謝って続ける。

「──かなり腫れていますね。すぐレントゲンを撮りましょう」

　先生の指示通りレントゲンを撮り、少し待合で時間を潰した。再び診察室に呼ばれて丸椅子に座ると、出来上がった足先のレントゲン写真が、発光したディスプレイに掲げられていた。

「……ここ見てください。折れてるの、わかりますか？」

　ここ──と言いながら、右足の薬指の骨のなかほどを指差した。指として動く場所ではなく、甲に当たる部分だ。薬指だけ、目視でもはっきりわかるように亀裂が入っている。

「……はい」

　骨が折れるなんて、初めての経験だ。話には聞いたことがあるけれど、いざ自分の身に起きると大ごとに感じてしまって、私はハラハラしながら答える。

「痛みの原因は骨折です。少しの間治療が必要になります。通院は可能ですか？」

「はい。会社と相談してみます」

　職場近くの病院を選んでよかった。昼休憩の時間を使って通院できるか交渉してみよう。

　──また、迷惑をかけちゃうことになるけど。

　私が頭を下げると、先生は瞳を細めて微笑んだ。

「心配しなくても大丈夫ですよ、きれいに治ります。ではこれから、しっかり治していきましょう」

　その声のトーンが心地よく、安心できるもので……私は知らず知らずのうちに張り詰めていた緊張の糸が、ふっと解けていくのを感じた。

　──愛想よく、思いやりに溢れた声音。きっと、患者思いのいい先生なんだろうな。

「両脚にあざがいくつかありましたけど、今回できたものですか？」

　右足の処置や松葉杖の貸し出しなどの話が済んだあと、先生が訊ねる。

「あー……右足のは、そうです。ちょうど重い荷物を運んでいて、転んだときに乗っかってしまったみたいで」

　恥ずかしいのだけど、膝から下に原因不明のあざや傷があるのは珍しくない。大人になってからは比較的減ったものの、それでも朝の支度中など急いでいる時間に机の脚に足の小指をぶつけたり、テーブルの角に腿や膝をぶつけたりなんていうのはよくあることだ。

「重い荷物？」

「コピー用紙の箱です。あの、十冊くらい入ってる」

「それを階段で運んだんですか？」

「うちの会社、エレベーターがないんです。コピー機がある下の階まで運ぶには、階段を使うしかなくて」

　おどろいた調子で先生が訊ねたので、慌てて弁明する。だとしても、階段で大荷物を運ぼうなんて、無謀だと思われそうではある。案の定、先生は気遣わしげに首を傾げる。

「女性の力では大変でしょう」

「そのとき周りに男性がいなくて。……で、少しでも役に立てばと思ったんですけど、裏目に出ちゃいました。お世話になってる先輩にも心配かけてしまって、申し訳ないです」

　言いながら、斎藤先輩の顔を思い浮かべていた。踊り場に転げ落ちた私のもとに駆け寄る彼女の、心配そうな表情。

　……あんな顔をさせたかったわけじゃないのに。

　私が怪我をしたことで、彼女に責任を感じさせてしまったんじゃないだろうか。よかれと思ってしたことで、本当に申し訳ないことをした。

「足の骨って細いものが多くて、ほかの場所に比べて骨折しやすいんです。……誰にだってミスはありますから」

　後悔に打ちひしがれていると、先生が優しい微笑みを湛えたまま、そんな風に勇気づけてくれた。

「──それに、善意でとった行動だったんでしょう。なら自分を責める必要はありませんよね」

　こちらを真摯に見つめて、囁くように、言い聞かせるように、穏やかに述べる先生。彼の言葉が、温もりをもって私の胸を貫いた。

「……ありがとう、ございます」

　きっと先生は深い意味があってその言葉を発したわけじゃない。数多いる患者とのコミュニケーションの一部であり、それ以上でも以下でもない。

　そうわかっているのに──貫かれた胸がじんわりと熱い。勝手に、うれしいような、でも切ないような複雑な感情に支配されて、視界がぼやける。

「ご、ごめんなさい……なんで泣いてるんですかね、私」

　堪え切れなくなった左目の下まぶたから、涙がぽろりと零れ落ちる。

　その瞬間、先生が少し険しい表情になる。

　当たり前だ。大人のくせに、関係ないことで急に泣き出す空気の読めない患者を目の前にしたら、困惑するだろう。

「私……いつもこうなんです。頑張ろうとしたことが、空回っちゃうっていうか」

　素早く目元を拭いながら、言い訳をするみたいにそう口にしていた。

　整形外科の病院の先生に──それも、たった数十分前に会ったばかりの人にするべき話ではないと頭で理解しているのに、このときはなぜかコントロールすることができなかった。唇が勝手に言葉を紡いでいく。

「今の会社には、先月入社したばかりで……他の人は忙しそうにしているけど、私自身はまだできないことも多いから、少しでも役に立ちたかったんです」

　焦りからの失態。振り返ってみれば、こんなパターンを繰り返してばかりいる。……懲りないな、私も。

「……そうだったんですね」

　いきなりこんな告白をされても戸惑ってしまうだろうに──先生はいやな顔をするでもなく、むしろ慰めるみたいに柔らかな眼差しをこちらへ向け、受け止めてくれたのが救いだ。その彼が、少し考えるような間のあと口を開く。

「頑張るのは素敵なことですけど、無理をし過ぎるのはよくないんじゃないですかね。あなたがこうして怪我をしたら、周りの人が悲しみます」

「そうです、よね」

　頑張りがよくない方向へ向かってしまいがちなのは、自分自身が痛いほどわかっていた。優しい口調ではあるものの、他人に指摘されるとより自分の未熟さが際立った気がして、恥ずかしくなる。

　──私、こんなところで先生に窘められて……なにやってるんだろ。つくづく情けないよ。

「ですが、周りの人のために頑張りたいという思いは、とても素晴らしいと感じます。小関さんの気持ちが、同僚の方に伝わっているといいですね」

　羞恥のあまりこの場から消えたい──と思っているところで先生が口にした台詞は、私に寄り添ってくれる心強いものだった。落ち込んでいた気持ちが、瞬間的に浮上する。

「……は、はいっ」

「あまり思いつめずに、前向きに行きましょう。そのほうが、足も早く治ります」

　先生の笑みが濃くなる。彼のことをなにも知らないけれど、どういうわけか、彼がそう言うならその通りなのかも、という気がしてきて、ふっと気持ちが軽くなった。

「あの──足を診てもらってるのに、話まで聞いて頂いてすみません。でも、ここに来るまでモヤモヤしてたので……すっきりしました」

「いえ。それならよかったです」

　まるでカウンセリングをしてもらったみたいだ、と思った。最初にこの診察室の扉をくぐる前とは、心情が断然違う。自然と口角が上がるのを意識しながら頭を下げると、先生も安心したように小さくうなずいた。

「──経過を見たいので、次回は五日後に来てください。私で聞ける話なら、そのときにでもなんでも言って、すっきりしてくださいね」

「ありがとうございます」

　私はお礼を言い、松葉杖を受け取ると清々しい気持ちで診察室を出た。

　慣れない松葉杖で歩きながら、湿布と包帯が巻かれた右足の先を見やる。相変わらず痛むけれど、先生と言葉を交わせたことで、知らない間にこさえていた見えない擦り傷までも癒されたような気がした。





◆◇◆






　──一か月後。

「うん、経過は順調ですよ」

「はい。いつもありがとうございます」

　週に一度の、整形外科での診察の時間。診察用のベッドに腰かけて、先生に右足を診てもらったあと、私は頭を下げた。

　初診後は松葉杖と腫れた右足用のサンダルが欠かせなかったけれど、先週くらいから腫れが引いてきたので松葉杖とはお別れし、靴も左右揃いのものを履けるようになった。

「いえ。こちらこそ、貴重な昼休憩の時間にありがとうございます」

「そんな、自分の身体のことですから。吹ふく浦ら先生にはいつも愚痴まで聞いてもらえて、本当に助かってます」

　私は首を横に振って微笑んだ。

　先生に会うのはこれで四回目。だけど、一回目から図らずも心の窓全開で先生と接しているせいか、今では医師と患者というより知り合いに近い距離感だ。

　『ふくら』という変わった名字も、二回目の診察で彼自身から読み方を教えてもらった。

　彼にとっても、初対面で急に泣き出した私はインパクトが大きかったのだろう。カルテを見ずとも「小関さん」と私の名前を呼んでくれるし、診察の最後には「最近会社ではどうですか？」と、先生自ら訊ねてきてくれる。

　本来、私の心のケアは彼の仕事ではないので申し訳ない気もするけれど、誰かに気にかけてもらえるのはありがたい。しかもそれが、吹浦先生のように素敵な先生であればなおさらだ。

「最近はどうです。会社で気負わず過ごせてますか？」

　今日もさっそく、先生が穏やかな口調で私の様子を伺ってくれる。

「おかげさまで──と言いたいですが、やっぱり空回ってるときもあります。でも、必要以上に自分をよく見せようとしていたんだなって気付いて……自分が出来る範囲のことをこなしていこうって考えるようになって、気持ちが楽になりました」

　あの日──自分の気持ちを彼に吐露したことをきっかけに、どうして自分の思う通りにいかないのかを考えるようになった。

　新卒から数えて、今の会社は三社目。二十四歳という年齢を考えたら、一般的には多いという感想を持たれるのだろう。最初は一年。次は半年で辞めた。理由はいずれも、人間関係に不安を感じたから。

　といっても、パワハラがあったとか、いじめられたとかじゃない。ただ漠然と、その職場の人間関係において、私というピースがしっかり填まらない感じがしたからだ。上司や同僚に受け入れられないわけじゃないけれど、馴染めたわけでもないというか。

　退職面談のときに人事の担当者にそう打ち明けてみたら『考えすぎじゃないですか』と再考するように促されたけれど、違和感を拭うことができないまま、結局、二箇所とも同じ理由で退職を決意した。

　本を正せば、学校やバイト先、習いごとなど、交友関係が広がった大学時代から他人の気持ちを推し量り過ぎてしまうきらいがあった。相手の言葉をストレートに受け取ることができず、その裏に隠れたメッセージがあるのではないかと邪推してしまう。

　『都は考えすぎ。もっとラフに生きな』とは、当時の親しい友人の言葉。彼女たちのように気の置けない存在に対しても、「こんな話をしたら引かれるかな」とか「今の相槌つまらなそうに聞こえたかな」とか、いちいち気にしてしまう。

　だからか、そのころから私は誰かといるよりもひとりの時間がいちばん気楽だと感じるようになった。自分の気持ちは自分自身がよくわかっているので、あれこれ推測したり、気を使ったりする必要がなく、開放感があった。

　もちろん、他人と関わることでしか味わえない楽しみがあるのもわかっている。たとえ神経を使っても、仲のいい友人と過ごす時間だっていとおしい。

　だからそっちも諦めなくていいように、誰かと接するときはそのときの自分がとれる最善の方法を考えて、その通りに行動するくせが自然と身についた。たとえば、あの重いコピー用紙の箱を運んだときのように。

　あの場では、新入りの自分が率先して対応するべきだと判断したけれど、やはりそれは間違いだった。自分が対応するべきと判断したのは、もちろん斎藤先輩を困らせたくない思いが強かったのもあるけれど、本当のところは──周囲からよく見られたい、評価されたいという願望があったからだろう。三社目こそは上手く立ち回らなければ、とか、ここで円滑な人間関係を築きたい、とかいう焦りがそうさせた部分もある。

　でも、吹浦先生と話すうちに、自分が必要以上に気負ってしまっていたことに気付いた。

　自分を追い詰めて空回りしてしまうのならば意味がない。まだ役に立てない自分、できない自分を認め、できることからひとつひとつこなしていく。そのうえで、覚えるチャンスがきたときに覚えよう。そんな風に、気持ちを切り替えるべきと思うようになったのだ。

「そうですか。それならよかったです」

　吹浦先生は眉を上げて穏やかに微笑んだ。

　この人の笑顔は、他人を安心させる力がある。顔の作りはむしろクールな感じがするのに、柔らかな表情や所作のせいか、冷たかったり、事務的だったりする雰囲気はなく、ホッとひと息つかせてくれるのだ。

　初回の診察中に涙を誘われたのは、私の気持ちが不安定だっただけではなくて……彼の温かい人柄に感激した部分が大きい気がしている。

　先生は、私に考え方を変えるきっかけをくれた。まだまだ仕事内容や、職場での振る舞いかたに悩むことも多いけれど、階段から落ちる前よりは確実に気持ちが楽になっている。あのとき、先生の前で涙を流し、思うところを吐き出せたおかげだ。

　……なんて、先生にとっては災難だっただろうけれど。

　──でも、ありがとうございます。

「ところで足、傷が増えていたような気がするんですが」

　心のなかで改めて先生にお礼を言った。直後、彼が首を捻る。

「バレました？」

　日々多くの診察をこなす先生に気付かれるとは思わなかった。指摘され、私は決まり悪さに笑った。

「普段からそそっかしくて。あざや傷ができやすいんですよね。知らない間にぶつけてるんだと思います」

　ドジという自覚はある。だからこそ、それを先生に知られてしまうのは恥ずかしい。

「痕が残ると大変ですから。特に女性は、気を付けてくださいね」

「ありがとうございます。いつも優しいですね、先生って」

　友人や知り合いには。笑われたりからかわれたりするのがほとんどだ。普段とは違う展開がくすぐったいけど、妙に心が弾む。

「そうでしょうか？」

　私の誉め言葉が、先生にはあまり腑に落ちていないみたいだった。

　つまり、彼は意識せずともそういう思いやりに溢れた言葉を口にできる人、というわけだ。つくづくいい先生とご縁があったのだなぁ。

　……まぁ、彼にとっては条件反射のようなもので、ただ医師という立場にふさわしい言葉を選んでいるだけかもしれないけれど。

「──小関さんはいつも頑張ってますから。足のあざや傷はその勲章なのかもしれませんね」

「勲章、ですか」

　思いもよらない発想だった。吹浦先生が私を見つめて、その整った顔立ちに温もりのある笑みを刻む。

　前言撤回だ。ただの条件反射でこんな心強い台詞がすぐに出るわけがない。彼はおそらく、本当にそう思ってくれているのだ。

　仮に条件反射のリップサービスでも、患者のよろこぶ言葉を瞬時にくれる医師は、優秀に決まっている。どちらにしたって、先生が素晴らしい医師であることには変わらないだろう。

「──そうやって言ってくれるの、吹浦先生だけですよ」

「会社の人とか、いつも一緒にいてあなたの頑張りを目にしている人ほど、直接は言いにくいものですよ。気付いてくれてる人はきっといます」

「ありがとうございます。先生に言われると、そんな気がしてきました。元気出ます」

　私は小さく頭を下げた。

　彼と言葉を交わした時間のトータルは、これまでで三十分にも満たない程度だろう。そんな先生が、私の会社での振る舞いなんて知る由もないのだけれど、私を勇気づけてくれようとする心遣いに感激する。

　……うん。そうだといいな……。

「また一週間後ですかね。ほぼ骨はくっついているので、念のための確認だけしましょう。そうしたら通院は終わりです」

　私が微笑むと、吹浦先生は安心したように小さく息を吐いたあと、デスクのほうに向きなおり、ＰＣ画面上の電子カルテに診察内容を記録しながら言った。

「終わり……」

　先生の言葉をなぞるようにつぶやく。通院は終わり。つまり、もう診察しなくていいということだ。

「足に負担がかかることや運動は次回の診察以降も、少し様子を見てからのほうがいいと思いますけど、基本的には普段通りの生活に戻ってもらって大丈夫ですから」

　──足が治ったら、もう二度と、吹浦先生と話すことはないんだろうな。

　……なんて考えると、ちょっと寂しい。

「……小関さん？」

　ひゅうっと心に隙間風が吹き込んだ。刹那、先生が私の名前を呼んだ。ディスプレイと向かい合っていたはずの彼が、いつの間にかこちらを向き、私の様子を窺っている。反応がないことを不思議に思ったのだろう。

「あ、はいっ。わかりました。ありがとうございます」

　──こらこら。感傷的な気分になってる場合じゃない。

　足が治れば先生との係わりが絶たれることは、最初からわかっていたはすなのに。恩義を感じている主治医とはいえ、これまでほんの少ししか接点のない彼と会えなくなるのが寂しいと思うなんて、自分でも意外だった。

　近年は忙しすぎて彼氏を作る暇もなかったからだろうか。吹浦先生が男性的な魅力に溢れている人だからといって、勝手に憧れの対象にしてしまっているのだとしたらあまりにおこがましい。

　こんな素敵な人を、周りの女性が放っておくはずがない。とっくに決まった人がいるに違いない。

　無意識に左手の薬指に視線を向ける。そこに既婚者のしるしはなかった。指輪の有無を調べてしまう自分も、指輪がなくてホッとしてしまう自分も、どうかしている。

「……吹浦先生、本当にありがとうございました」

「いいえ。患者さんの心と体を元気にするのが、私たちの仕事ですから」

　私が改めてお礼を述べると、先生はなんでもないようにさらっと言った。

「……はい」

　それが妙にドライに聞こえてしまい胸がちくんと痛んだけれど、表情には出さないように努めた。

　仕事。やっぱりそうだよね。わかってはいたけれど、直接言葉で伝えられると少し堪える。

　でもそれくらいはっきり言ってもらったほうが諦めがつく。ただの医師と患者。境界線を意識できたほうが都合がいい。

　私は自分にそう言い聞かせつつも、その日はどこか切ない気持ちで診察室を出たのだった。





◆◇◆






「えっ、飲み会？」

「そうそう。都、もうほとんど足治ってるんでしょ？　だから、どうかなぁと思って」

　それから二日後の夜。ひとり暮らしの部屋で夕食を済ませ、ベッドにもたれて一息ついているところに、高校時代の友人である汐しお里りから電話があった。

　汐里はいわゆる陽キャと言われるタイプで、いつも明るく、細かいことは気にしないおおらかさがある。口癖の「ラフに」が、それを体現しているなといつも思う。

　私もノリは悪くない方だと思っているけれど、少しのことですぐ気を揉んでしまう。彼女はそんな私の背中を「大丈夫、大丈夫。ラフに生きな」と叩いてくれる、頼もしい存在だ。

「ありがとう。それって、いつもみたいに高校の子たちと？」

「うん。弓ゆみ香かとか茉ま耶やも来るよ。私の大学の友達も何人か呼んでるけど」

　弓香も茉耶も、汐里と同じように親しかった友人たちだ。高校の友人で集まるときは、だいたいこの四人であることが多い。

「大学の友達か……」

　汐里が最後に付け加えたフレーズが少しだけ引っかかる。私は彼女の言葉をなぞるようにつぶやいた。おそらく私の知らない人なのだろう。

「まぁ、そんなかしこまった感じじゃなくて、知り合い同士呼んでラフに飲もう～って雰囲気だからさ。どうかな」

「うーん……」

　友達の友達は友達──という考えかたの汐里ならあり得る展開だとは思いつつ、自分がそういう場面に適応できるかが心配だ。汐里のほうも、そんな私の性格を知っているから、これまでほとんど仲間内以外の飲み会の誘いをかけてはこなかったのに、珍しい。

　不思議に感じつつ、多分快気祝いのつもりなのだろうと思いなおした。彼女の気持ちはうれしいので、返事に迷う。

　──どうしよう。正直あまり気が進まないけれど、断るのも悪い気がするし……。

　あれこれ考えを巡らせて唸っていると、スマホ越しの汐里が「悩ませちゃってごめんだけど」と、やや控えめに続ける。

「都が初めましての人が苦手なのは知ってるけど、たまにはいいんじゃない？　私も最近は都と会えてなくて寂しかったしさ。たまには仕事のことなんて忘れて、軽～く、ラフに、楽しく飲もっ」

　私が仕事の人間関係で躓き続けていることや、今回の骨折が職場で起きたことを、汐里は知っている。だから彼女は、いちばんの気がかりがそこにあると思っているのだろう。

　けれど、今私の心でくすぶっていることは、まったく別のことだった。

　『寂しい』というフレーズで、脳裏に吹浦先生の顔を連想してしまい、頬がじんわりと熱くなるのを感じる。

　──最後の診察が近づいているからか、「次で最後か」なんて、不意に先生のことを思い出してしまうんだよなぁ……。

　診察は五日後。それで治療は終了だ。

　……なんだかすごく寂しい。

　寂しすぎて、当日余計な言葉を紡いでしまわないかが心配だ。ともすれば「寂しいです」とか「また会えたらいいって思ってます」とか──先生の立場になって考えたら、重いというか、もはや軽く恐怖さえ感じられそうな、行き過ぎたことを口走ってしまいそうで……。

　──あぁ……どうかしてる、本当に。

　相手は知り合いにも満たない整形外科の先生で、おそらくもう私の人生にはかかわってこないであろう人物だというのに。……先生のことが気になって仕方がない。

「……そうだね。たまにはいいか」

　思い切って、飲み会に行くことにした。

　最近、汐里も含め友達と遊んでいなかったと気づいた。私が吹浦先生のことばかり考えてしまうのは、彼が診察のたびに私の不安や愚痴を受け止める役目をしてくれていたからだろう。本来親しい仲の友人に聞いてもらうはずの話を、たまたま彼が聞いてくれたために、それを勝手に心地よく感じ、信頼を寄せているだけだ。

　久々に友人と会って、彼女たちにいろいろと話を聞いてもらえば、そんな勘違いも薄れるはず、と考えたのだ。

「え、いいの？」

　汐里は私が断ると思っていたみたいだ。だから、私が参加するとの返事に一瞬驚いた風な様子だったけれど、すぐに「わかった」とうれしそうに続ける。

「──じゃあ詳細決まったら連絡するね。それまでまた転んだりしないように」

「さすがに今回は懲りたから気を付けてるって」

「まぁ、都らしいけどね」

「もうっ。……じゃ、よろしくね」

　軽口を笑い飛ばすと、彼女との通話が終わる。私はスマホを前方のローテーブルの上に置いて、ベッドに仰向けに寝そべって伸びをする。

　──なんとなくＯＫしちゃったけど、よかったのかな。

　勢いで返事をしてしまったものの、当日になったら気が滅入りそうな予感がする。……なんて思考を、すぐに「いや」と打ち消した。

　転職したてだからどうしようもないけれど、職場と家の往復で完結してしまう生活だから同じことばかり考えてしまうのもある。現状を変えるには、変化とか刺激が必要なのではないか。そういう意味では、この飲み会はいい機会。そういうことにしておこう。

　汐里の大学の友達ってどんな子だろう。彼女は確か、ああ見えてお嬢様系の女子大に進学したはずだ。気が合うタイプだといいのだけど。

　飲み会は全員の都合を考慮した結果、急遽今週末──金曜日の夜に決まった。

　久しぶりの飲み会を緊張しつつも楽しみにしていた私だけど、当日になって、参加したことを深く後悔することになるのだった。





◆◇◆






　飲み会について、汐里に確認し忘れたことがふたつあった。

　ひとつは、汐里の大学の友達の人数。彼女が別段触れなかったので、ひとりか、多くてもふたりくらいだろうと思い込んでしまった節がある。これは私にも落ち度があるので、今さらながら反省している。

　そしてもうひとつは、その友達の性別だ。

　女子大出身の彼女と同じ大学だったと言うのだから、まず女性で間違いないだろうと考えていた。言わずもがな、女子大に男性は通えないのだし。

「ねえ……あの、汐里、この人たちって……？」

　飲み会当日の十九時。待ち合わせ場所のおしゃれな多国籍ダイニングに到着し、汐里と合流したあと、席に通されると──座り心地のよさそうに見えるクリーム色のソファには、すでに三名の男性が着席し、「初めまして」と微笑んでいた。

　彼らに聞こえないよう、汐里に耳打ちで訊ねる。すると汐里は、彼らに壁を作るみたいな体勢で軽く振り返り、口を開く。

「いちばん端が私の友達の奥おく寺でらくんだよ。残りのふたりは奥寺くんの友達で、私も知らないんだけど」

　悪びれない返答に、私はうしろから頭を思いっきり殴られたような気分で、奥寺くんとやらを見た。

　重厚な木製のテーブルをはさんで向かい合うソファの、こちら側から見て右端──窓際に座っている彼は、白いポロシャツにチノパンの清潔感のある男性。歳は私と同じか少し上に見える。

「どういうこと？　大学の友達って言ってたよね？　汐里って女子大だったはずじゃ……？」

「うん、女子大だけど……正確に言うと、奥寺くんはうちの大学と他大とのインカレサークルの友達なんだよね。ごめん、説明端折っちゃってた」

　さらに小声で訴えると、うっかりとばかりにぺろっと舌を出す汐里。

　──大学の友達とインカレサークルの友達じゃ、情報に大きな差があると思うんですけど……？

　私は改めてソファに並ぶ男性三人を視界に収める。奥寺くんのとなりの男性ふたりは、それぞれ仕立てのよさそうなＴシャツにハーフパンツ、半袖のワークシャツにカーゴパンツという装いだ。全員が全員決めすぎてはいないのに、こなれた感じがある。

「あのさ、これってもしかして……合コン？」

　確かめるのが怖かったけれど、言葉にせずにはいられなかった。心のなかで祈りながら訊ねると、汐里がいたずらっぽく笑う。

「あー、まぁそうとも言えるのかな～。でも都に会いたかったのは本当だよ。それに合コンていうほどガチガチのやつじゃなくて、お互いの友達呼んでラフに飲んで食べて話してって感じだから」

「…………」

　──会いたいと思ってくれたのはうれしいけど、世間ではやはりそれを合コンと呼ぶのではないだろうか？

　……汐里ってば、話が違う。合コンと称して誘えば、私が断ると案じたのだろう。

「さっ、とりあえず座って座って。弓香と茉耶ももうすぐ着くって」

「う、うん……」

　気付いたところで、そのまま帰宅する勇気も、度胸もない私は、指定された席におとなしく座るよりほかない。

　ふたりと連絡を取るためにお店のエントランスに向かう汐里に置いて行かれる形で。彼女の席を一席空け、彼らの向かい側のソファに座る。

「仕事帰りですか」

　着席と同時に、斜め前の奥寺くんが私に話しかけてきた。

「……えっと、はい」

「職場は近いんですか」

「そうですね……遠くは、ないです」

　職場の最寄り駅からかかった時間は、トータルで三十五分程度。近いとも遠いとも判断しづらく、曖昧な返事をしてしまうけれど、奥寺くんは滑らかな語り口で「そうなんですね」と返す。

「──すみません、挨拶もなしに。奥寺亮りょうです。汐里ちゃんとは大学のときからの付き合いで」

「あっ、私、小関です。小関都」

　奥寺くんが自己紹介をしてくれたので、私も慌てて名前を名乗った。

「都ちゃん。覚えました」

　すると奥寺くんが、さらっと下の名前で呼ぶ。

「で、都ちゃんはお仕事なにしてるの？」

　そしてにこにこと微笑みを浮かべながら、矢継ぎ早にそう訊ねてくる。

「事務です。まだ、転職したばかりで覚えることがいっぱいなんですけど」

　さり気なくタメ口になったことに軽く違和感を覚えつつも、指摘できるはずもない。微笑み返して事実を述べる。

「そう、大変だね。それなのに来てくれてありがとう」

「いえ、全然」

　少し軽薄そうな雰囲気はあるけれど、優しく礼儀正しい受け答えにホッとした。なんとか会話のラリーが続きそうな人でよかった。

　私が恐縮して首を横に振ったあと、話が一段落してしまった。

「あ……お仕事は、なにをされてるんですか？」

　話し続けるのも緊張するけれど、沈黙は沈黙で気まづいし困る。

　こういう場では訊かれたことは訊き返すのが無難だろうと、奥寺くんに同じ質問を投げかけてみた。

「医師です。ここは全員」

　すると、奥寺くんはその問いを待っていたかのように残りのふたりに視線を送り、「な？」と短く訊ねた。ふたりが愛想よくうなずく。

「──大学時代の同期なので、みんな勤務地も専門も別々なんですけどね」

　医師と言うと堅いイメージがある。彼らから受ける印象からは遠い気がして、ちょっと意外だったので驚いた。

「みなさんお医者さんなんですね。すごいです」

　私は素直な気持ちで言った。ハードな仕事であろうことは想像がつくし、私なんかでは計り知れない責任を背負って働いているのだろう。

「いえ、全然ですよ。こういう飲み会のときの心証が少しよくなるくらいで」

「私、つい最近、かかりつけの主治医の先生にすごくお世話になっているので。やっぱり素敵なお仕事だと思いますよ」

　なんでもないことのように笑い飛ばす奥寺くんに、私は熱心に患者に寄り添ってくれる吹浦先生のことを思い出しながら言った。

「そう言ってもらえると日々の労力が報われます」

「──お待たせ～、全員到着しました！」

　奥寺くんがうれしそうに声を立てて笑ったところで、弓香や茉耶と合流したらしい汐里が戻ってくる。……助かった。間が保って一安心だ。

「奥寺くんの連れの人もエントランスで会ったから、合流したよ」

　汐里は普段よりも男性受けしそうなかわいらしいワンピースに身を包んだ弓香と茉耶の背後にいる男性を示しながら言った。

　あれ、と思う。その男性の顔に見覚えがある気がして──

「あぁ、フクラ。間に合ったんだな。もっと遅くなるかと思った」

　小さくうなずくその人が、奥寺くんからそう呼ばれたのを見て確信する。こんな珍しい苗字のよく似た人が、都合よくいるはずがない。

　途端に心臓がドキドキと忙しい音を立てる。

　間違いない。白衣の代わりに、黒いノーカラーのボタンダウンシャツを羽織っているけれど……私の主治医の、あの吹浦先生だ。彼は奥寺くんに向かって、「ああ」とクールにうなずきを落とした。

　──どうしてこの人がここに……？

　混乱しつつ、私は思いがけない偶然に、まるで心に羽が生えたみたいに気分が高揚した。

「はい、じゃみなさんとりあえず座って座って！　ドリンク頼みましょ～」

　呆然としていたけれど、汐里にぽんと肩を叩かれてハッとした。そうだ。ひとまずオーダーや挨拶を済ませなきゃ。

「都～、久しぶり！」

「元気だったー？」

　私のとなりにやってきた弓香と茉耶が、満面の笑みで声をかけてくれる。

「う、うんっ。久しぶり……！」

　友人たちと短く言葉を交わしながら、頭のなかは吹浦先生に会えたよろこびでいっぱいになっていた。




　ひとりずつの自己紹介という定石を踏んでいる間に、それぞれがオーダーしたドリンクが届いた。汐里の音頭で乾杯をすると、近しい席同士で会話が始まる。

　右どなりの汐里はその正面の奥寺くんと近況を報告しあっている。ここが唯一の知り合い同士で、付き合いも長いみたいだから、話題は尽きないのだろう。

　私の左どなりの弓香と茉耶は、私の向かい側とそのとなりに座る新にい納ろくんと酒さか木きくんとの会話に夢中になっている。いつもよりもテンションが高く、フェミニンな服装をしているところを見るに、彼女たちは医師との合コンであることを事前に知っていたのかもしれない。心なしか、笑い声すら普段と違い、ちょっと媚びた感じに聞こえる気がする。

　私はというと、その場の会話に上手く入れず、浮きつつあった。

　これが仕事だったり、事前に合コンであったことを知っていたのであれば、もう少し社交性を意識した応対ができたのだろうけれど、まるで騙し討ちのような展開だったので、頑張る気力を削がれた感がある。汐里と奥寺くんは周りが入ってこれないような話で盛り上がっているし、新納くんと酒木くんは完全に弓香と茉耶をターゲッティングしていて、四人の世界を構築しつつある。

　私は自身の飾りけのない格好を見た。仕事帰りだったので、ネイビーのパンツスーツに白のトップス。髪は後ろでひとつにまとめている。こんな無難オブ無難で遊び心のない仕事着ファッションだから、ほかの華やかな女性陣に比べて委縮してしまうのもある。汐里も私と同じくギリギリまで仕事だったはずだけれど、服装の規則はかなり緩めとのことで、ノースリーブの麻のオールインワン。背が高く細身の彼女にはよく似合っているから、仕事着っぽくないのがうらやましい。

　……まぁ、服装を決めてきたとしても、事前に合コンだと知っていたら断っているだろうけれど。こういう場は経験がごくごく少ないこともあり、やっぱり苦手だ。

　救われるのは、このテーブルで場に馴染めていない人物がもうひとりいる、ということ。

　なにを隠そう、吹浦先生だ。彼はハイボールを飲みながら時折淡々とスマホをいじっていて、会話に加わろうとしない。向かいの茉耶がたまに話しかけたりしているけれど、二言三言返事をするだけで、会話を続けようという気が感じられないのだ。

　彼が気になって仕方がない私は、その場のノリで揃えたハイボールを舐めるように飲みながら、吹浦先生を視線で追ってしまう。

　相変わらずカッコいい。この場にいるどの男性よりも素敵だと惚れ惚れしつつ、私服姿を見るのは初めてだなと思う。

　ノーカラーのシャツに黒のチノパンは、私の抱いている彼のイメージからは逸れていないけれど、スニーカーを合わせているのはちょっと意外だ。似合っているので、まったく問題はないのだけど。

　それにしても、彼の自己紹介はかなりあっさりしていた。吹浦弘貴という名前と、整形外科医であること、それだけ。大学の同期だという奥寺くんが二十七歳ということで、彼も同い年なのだろう。私の三歳年上か。

　気後れしている私とは違い、彼の場合は意図的に会話に入るまいという意思を感じた。冷たいとまでは言わないけれど、そっけなく、あの感じのいい笑顔は一切見えない。

　病院で話す彼とはだいぶ印象が違って戸惑う。本当に同じ人だろうかと疑ってしまうくらい。

　……こういう場が嫌いな人なのだろうか。だとしても、相手の女の子はそれを知らないのだし、表面上だけでも診察のときのような優しい笑みを見せてくれたらいいのに。

　いや、でも、仕事とプライベートで同じ顔を求めるのは酷か。私だって、会社で見せる自分と本当の自分には差異があるのだし、吹浦先生に、常に優秀な医師然とした振る舞いを期待してしまうのは個人的なわがままだろう。

　そこまで思って、不機嫌な理由は別にあるのかも、と思う。

　──私？　私がいるから？

　吹浦先生のほうだって、遅くとも自己紹介のタイミングで私の存在に気付いているはずだ。彼が仕事とプライベートをきっちり分けたい人なのだとしたら、仕事で接している患者の私と合コンなんて、気持ちが萎えても仕方がない。

　こういう場合って、気付かないふりをしてあげるのが正解なんだろうか。

　明日が最後の診察日なわけだし、今夜は診察については触れずにやり過ごすべき？

　うーん……でも、いつもお世話になってるのに、知らないふりをするっていうのも抵抗があるなぁ……。

「ちょっとお手洗い行ってきます～。都は？」

　手元のスマホに視線を注いだままの吹浦先生を見つめながら、どうするべきか考えていると、弓香と茉耶とお手洗いに立った。手持無沙汰だった私を気遣い、弓香が声をかけてくれる。

「あ、ううん。大丈夫。ありがとう」

　私は笑顔でそう答え、ふたりを見送った。彼女たちにくっついていけば時間は稼げたのだろうけれど、となりのふたつの席が空いたことは、大きなチャンスのように思われた。

　──今なら、吹浦先生の前に移動することができる。

　正直、すごく悩ましい。勇気を振り絞って場所を移ればプライベートの吹浦先生と会話できる。でもそれを彼が望んでいないかもしれないんだよね……。

　とはいえ、こうして頭を悩ませている間に、ふたりが戻ってきてしまう。

　……やっぱり気付いているのにスルーなんてできないし、失礼だ。それに、シンプルに吹浦先生とお話しがしたい。せっかく病院以外の場所で会えたのだから、勇気を出して話しかけてみよう──

「あの……」

　私はほとんど減っていないハイボールのグラスを片手に、吹浦先生の向かい側の席にスライドする。そして、喉奥から声を振り絞った。

　吹浦先生の視線が、手元のスマホからこちらに向いた。

「えっと……吹浦先生、ですよね？」

　先生の表情には、まだなんの感情も乗っていない。呼ばれたから反応した、という風な。私はくじけずにさらに問いかける。

「こ、小関都です。わかりますか？　診察で、お世話になってる。……いつもありがとうございます。まさかこんなところで吹浦先生にお会いできるなんて思ってなくて、びっくりしました」

　話しているうちに気持ちが乗って、後半になるにつれ声が大きくなってしまっていたらしい。先生のとなりの酒木くんが「え」と小さく叫んだ。

「──吹浦と都ちゃんって知り合いなの？」

「いや」

「えっ」

　酒木くんの問いかけに対して、吹浦先生はまさかのＮＯ。今度は私が小さく叫んで続ける。

「小関都ですよ。あの、いつも足を診て頂いている……」

　こじゃれたダイニングはダウン照明で、相手の顔が判別しづらいのかもしれない。というか、そうであってほしい。さらに自身を特定できる情報を追加して、祈るような気持ちで吹浦先生を見た。

　先生はじっと私の顔を見て──そして、ふっと視線を逸らす。

　──まさか、本当に知らないというのだろうか。あんなに親身になってくれているのに？

「……あぁ。そうだったかも」

「かも、ってなんだよ」

　確信が持てないのか、返事は想定していたものよりもかなり不愛想なものだった。おそらく酒木くんもそう思ったから、笑って突っ込んでくれたのだ。

「別に。お前だって、患者全員の顔と名前が頭に入ってるわけじゃないだろ」

　酒木くんに対しての返答が、また心にぐさっと突き刺さる。

　……そっか。患者からすれば主治医の先生はひとりだけど、先生にとっては数いる患者のうちのひとりなんだし、プライベートでいちいち覚えていられないよね。

「そ、そうですよね。すみません」

　なんとなく、私のことは覚えてくれていたような気でいたのがいけなかった。私は自分の傲慢さを恥じながら謝る。

「ごめんね～都ちゃん。こいつそういうドライなとこあるのよ」

「い、いえ……」

　軽い口調で酒木くんが謝ってくれるのを、心ここにあらずな状態で聞き、首を横に振る。当の本人は、涼しい顔でまたスマホをいじりはじめた。

「こんな不愛想でも顔がいいとモテるなんて、うらやましいよな～」

　酒木くんが吐き捨てた台詞に、「やっぱり」と思う。吹浦先生はカッコいいから、こんな塩対応でもお近づきになりたいという女性はいるのだろう。彼自身にも、それが当たり前になっているかもしれない。

　──普段の吹浦先生って、こういう感じなのか……。

　すごくショック。先生はいつも患者に対して思いやりのある言葉をかけてくれていたし、温かみを感じていたから……できれば知りたくなかったかもしれない。

「あっ都、席替えしてた～？」

「ううん、いいの。戻るね」

「そう？」

　私はひそかに傷つきながら、そそくさと自分の席に戻った。このままここにいても、さっき以上の会話は望めないだろう。

　──最悪だ。こんな会、早く終わってくれたらいいのに……！

　二重苦を味わいながら、所在ない私はひたすら食事の取り分けに専念することにし、時が過ぎていくのを辛抱強く待ち続けたのだった。
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　ラフな飲み会と称した合コンを三時間弱耐え切った私は、二次会に行こうと盛り上がる他の女の子たちを残して帰路についた。

　これで地獄の時間は終わり。解放された──と思いきや、翌日が最後の診察日であることを思い出してしまい、またどーんと気が重くなる。

　……明日までこんな憂鬱を引きずらなきゃいけないのか……。

　前回の診察でもうほぼ足は治っていると言われたし、いっそすっぽかしてしまおうかとも考えたけれど、最後の最後でそんなことをするのも後味が悪い気がして、結局予定通り診察を受けようと決めた。

　また昨日のような冷たい対応を取られたらどうしよう……と不安が過ったけれど、むしろ診察ならば安心できる、と思えた。吹浦先生は、患者に対しては満点な対応をしてくれる先生だと、この一ヶ月半でよくわかっているから。

　──大丈夫。診察室の吹浦先生は、きっといつも通りの先生だ。

「小関さん、なかにどうぞ」

「はい」

　今日の整形外科の待合は珍しく空いていて、受付を済ませたらすぐ看護師に名前を呼ばれた。いつものように診察室二番──吹浦先生のいる部屋の扉をノックして、室内に入る。

「失礼します」

　緊張はしているものの、やっぱりどんな状況であるにせよ先生に会えるのは、無条件にうれしい。私は頭を下げて診察用の椅子の前に歩み出る。先生の姿が見えるだけで、ドキドキと鼓動が高鳴った。

「そちらに座ってください」

　ＰＣの画面に向き合う吹浦先生が、私を診察用のベッドに促す。その響きが、これまでとは違う無機質なものに聞こえた。

　──私が昨日のことを気にしているから、そう感じるだけ？

　いやな予感をひしひしと感じつつも、指示に従いベッドに座る。フラットシューズとフットカバーを脱ぎ、自身の椅子に座ったまま振り返った吹浦先生が私の足の甲を確かめるように触れる。

　何度経験しても、この感覚にはまだ慣れない。きっと他の先生だったならなんとも思わないのかもしれない。吹浦先生だから、触れられているところが熱くなるような錯覚に陥る。

　そんな私の気も知らず、先生は意識する暇もないくらいの素早さで、甲や指先を軽く押した。

「違和感や痛みがあることはありますか？」

「いえ、特には」

　足はすっかりよくなって、通院していることを忘れるくらいだった。だからこそ、飲み会に出向く元気もあったわけだ。

「では完治ということで、前回お話しした通り治療は終了です。お疲れ様でした」

　私の足から手を離すと、くるりとデスクのＰＣに向き直りながら、先生が言った。口調はさっきよりもずっと冷淡なもので、目線が合わないのはもちろん、挨拶すら割愛されるそっけなさ。まるで私との会話を一刻も早く打ち切りたいように見受けられる。

「……あ、ありがとう、ございました。あの、先生にはたくさんお世話になりました」

　その雰囲気に気圧されつつも、言うべきことは言わなければいけない。私はフットカバーとフラットシューズを履きなおしてから、頭を下げた。

「いえ。カルテの入力が終わるまで、待合でお待ちください」

　ＰＣのディスプレイを見つめたままの先生が、待合のほうを片手で示しながら言う。

　最後なのに──目を合わせてくれないうえに、こちらを向いてもくれない……。

「……あの」

　これまでとはあまりに落差のある対応に、私のなかでなにかが弾けた。

「知らないうちに、私、先生に失礼な振る舞いをしてしまったでしょうか？」

　診察室に入るまでは、昨日のことを問い質すつもりはなかった。でも、いざこんな風に冷たい態度を取られると、訊かずにはいられなくなってしまう。

「──そのせいでご気分を害してしまったのならすみません。謝ります」

　先生の視線はディスプレイに向けられたままだったので、私はもう一度頭を下げた。

　たっぷり数えて五秒後、再び頭を上げると、先生がそばにいる看護師に控えるよう目配せしているところだった。怪訝そうにしながらも、看護師は合図に従って私の前を通り、待合にある整形外科の受付に移動する。

「昨日、夜お会いしたときからですよね。……私が吹浦先生の患者だということを黙っているべきだったのでしょうか。みなさんの前でそういう話をしたのが原因ですか？」

　看護師が診察室の扉を閉めたことを確認してから、私から切り出した。ふたりだけの空間なら、昨夜顔を合わせたことを伝えても許されるだろうと思って。

「別に、そういうことではないです」

　やっと私の顔を一瞥して、吹浦先生が言った。その表情は依然として硬い。

「じゃあどうしてですか？　先生からは普段、とても温かい言葉をかけていただいていたので、なぜそんな態度を取られるんだろうって……混乱してます」

　診察室での彼の言葉の温かさに救われた分だけ、勝手に裏切られたような気持ちになって、胸が苦しくなる。言葉を紡ぐうちに昨夜の悲しい気持ちが蘇ってきて、涙がこみ上げてくる。

「……あ、あの飲み会、私的にはけっこうつらかったんですけど、吹浦先生を見つけられてうれしかったのに」

　このタイミングで泣いたりしたら、先生をさらに不快にさせてしまう。指先で目元を拭いながら、私は懸命に続けた。

「つらかった？」

「はい」

　意外そうな声に問われ、私がうなずく。

「……実は昨日は、ああいう場だとは知らずに参加してしまったというか……汐里が友人を連れてくるとは言っていたけれど、女の子だけの飲み会だと思っていたので」

　私の事情を話してどうにかなるわけではないけれど。誰にも愚痴る先がなかったこともあり、つい先生にぶつけてしまう。

「もともと合コンみたいなのは苦手で……いえ、みんなで楽しく飲むのは好きなんですけど、ほら、合コンって本音と建前が幾重にも重なり合ってるじゃないですか。だからいろいろ考えてしまって、気詰まりしてしまうんですよ」

　基本的に、合コンに来る男性は遊び慣れている人がほとんどだと思っている。本命の彼女がいても、「フリーです」なんて堂々と言い張ったり、ワンナイトを狙っているだけだとしても「本気になりそう」とか甘い言葉を囁いたり。私自身が敬遠しているため、あくまでイメージだけど、周囲の女の子たちから聞く話では、あながち間違っていないのではないだろうか。

「とはいえ、彼女たちは大切な友人なので、勝手に途中で抜けるなんてこともできなくて……とにかく一次会の時間が過ぎていくのをじっと待ってました」

「……小関さんも、同じだったんですね……」

　本音を言えば一刻も早く帰りたかったけれど、大人としてそれはできなかった。小さくため息を吐きながら言うと、先生がちょっと驚いたように瞠目して、ぽつりとつぶやいた。

「え……？」

　──同じ？　どういうこと？

　頭のなかにふわふわと疑問符が浮かぶ。すると、吹浦先生はきゅっと表情を引き締めた。

「すみません、小関さん。あなたのことを誤解していたみたいだ。失礼な態度を取ってしまって、申し訳ない」

　私の瞳を真摯に見つめてそう述べたあと、深々と頭を下げた。

「あ……あの……？」

　──私、なんで吹浦先生に謝られてるの??　理解が追い付かない。

「言い訳になってしまうけれど、実は私も小関さんと同じで、あの飲み会が合コンだってことを知らなかったんです」

「そう、なんですか」

「私も苦手なんです。あなたの言う通り、男女それぞれが互いの懐を探り合っているような雰囲気がダメで」

　吹浦先生はデスクに視線を落とすと、困ったように頭を掻いた。まるで、それまでまとっていた冷たい空気が一気に霧散したみたいに、彼がいつもの柔和な表情を浮かべる。

「奥寺はそれをよく知っているのに、たまに同期の飲み会だとかうそをついて、無理やり参加させようとしてくるんですよね。今回は信用してくれって話が、蓋を開けてみたらやっぱり──だったので、大人げない対応をしてしまいました」

　……なるほど。彼の不機嫌の理由は、あの会そのものだったというわけだ。彼もまた、私と同じように思いもしない展開に動揺していたのだろう。

「気持ちわかります。でも、ストレートに誘われていたら確実に断ってますよね」

「そうですね」

　自分で想像したのだろう。彼はうなずくと噴き出すようにして笑った。私も同調して笑うと、その場に和やかな雰囲気が流れる。

「……合コンが苦手なのにはもうひとつ理由があって……医師と聞くと相手の女性の目の色が変わるのを、何回も見てきたからなんですよね」

　その和やかな空気が、ほんの少しだけ先生を饒舌にしたのかもしれない。

「それがむしろ快感だっていう同業者もいるんですが、私は職業を明かした瞬間に、アピールやボディタッチが増えるのに辟易して……警戒してしまうんです。でも誤解だった。あなたは、そういう人じゃなさそうだから」

　快感だと思う同業者──そう言われて浮かんだのは、昨日の男性陣だ。彼らは謙遜しつつも、私たちが向ける尊敬の眼差しが心地よさそうだったし、受け答えも慣れていた感じがした。まぁでも、誰しも好意を寄せられたり、褒められたりするのはうれしいだろうから、非難するつもりは全然ない。

　これでやっとわかった。先生が私に急に冷たくなったと思ったのは、私が医師との合コンに張り切るタイプの人間と思われたからみたいだ。それほどまでに拒絶するのは、過去によほどいやな目に遭ったのだろう。

　私は視界が急に開けたかのように、明るい心持ちになる。

「無事に足が治ってよかったです。お酒を飲んでも痛みはなかったですか？」

「はい、大丈夫でした」

「なら本当に大丈夫ですね」

　先生がホッとしたように優しい微笑みを浮かべる。

「──これからは無理をしすぎずに、新しい職場で頑張ってください。万が一足の調子が悪くなったら、また診せに来てくださいね」

「わかりました。そのときはよろしくお願いします」

　先生の柔らかな表情と、温かみのある言葉がなによりもうれしい。私は声を弾ませながらまた頭を下げる。

　顔を上げると、先生は瞳を細めたままこう言った。

「最後に小関さんと話せてよかったです。……その、ありがとうございました」

　言葉を詰まらせる仕草に、ちょっと照れているのかも、と思う。先生のそういう姿を見るのは初めてで、左胸が微かに切ない音を立てる。

「こちらこそです。先生ときちんとお話しできてよかった」

　心からそう思った。知らぬ間に生じていた誤解を解くことができてよかった──さすがに、昨夜のまま関わりを絶つのは寂しすぎる。

　──やっぱり吹浦先生は素敵だな。先生としても、人としても。

　うれしさと切なさが綯い交ぜになったような感情で、胸がひりひりと灼けるように熱い。

　……私、先生のこと、自分でも気づかないくらい、こんなに好きになっちゃってたんだ。

「では、お大事に」

「吹浦先生もお元気で」

　後ろ髪引かれつつも、診察は終わりだ。本当はもっと先生と話していたいけれど、そういうわけにもいかない。

　私は診察室の扉の前で深々と頭を下げた。それを見て、先生も椅子から立ち上がり、深くこうべを垂れてくれた。

　──あぁ、これで本当に最後なんだな。寂しくてたまらないけれど、受け入れなきゃ。

　病院を出たあとの帰り道、私は自分自身にそう言い聞かせる。

　なのに、頭のなかには吹浦先生の笑顔ばかりが浮かんできて──胸が甘く、苦しくなってしまったのだった。
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「なにごともなく足が治って本当によかった。私もう、気が気じゃなかったよ～」

　それからさらに一ヶ月が経ったある日の昼休み。街が秋色へ変わり始めているころ。金指産業のオフィスの近くにある生パスタのおいしいトラットリアは、休憩中のサラリーマンや学生で混雑していた。

　窓際の席に座りオーダーを終えると、斎藤先輩がちょっと大げさに感嘆した。

　今日、ここへ誘ってくれたのは彼女だ。私が最後の診察を終えたとき、『じゃあお祝いしなきゃ！』とよろこんでくれたのがきっかけだけど、お互いの業務の都合でようやく実現したところだ。

「斎藤先輩、すみませんでした」

　私は木製のテーブルの下で両膝に手を置いて、丁寧に頭を下げた。すると、先輩が慌てた声で「えっ」と小さく叫ぶ。

「──どうして小関さんが謝るのー！　あれは私のミスだよ。あんな危険なこと、小関さんにしてもらうべきじゃなかったんだから」

　面倒見のいい斎藤先輩は、私の怪我の責任は自分にあると思っているみたいだった。私はちっともそんな風には思っていないと再三伝えているけれど、『せめてランチくらいはごちそうさせて！』という強い申し出があったので、ありがたくお受けすることにしたのだ。

「で、せっかく足が治ったのに、どうして浮かない顔してるの？」

「えっ、そうですか？」

「ここ最近、なにか考え込んでる感じがするよ。仕事のこと？」

「い、いえ。みなさん優しいですし、そういうのはないです」

　片手を振って即座に否定する。

　吹浦先生の優しい言葉に勇気づけられて気持ちを持ち直した私は、入社して約四ヶ月経ったことで環境に慣れ、自分の受け持ちの仕事も少しずつ定まってきたので、気持ちに余裕が出てきた。

　幸いなことに斎藤先輩はじめ、同僚との関係も上手く行っていて、当初あれこれ気を張り過ぎていたのがうそみたいだ。現状、仕事での心配ごとや不満は見つからない。

「じゃなんだろ～、恋愛の悩み？」

「……え、あ」

　なんとなく発した先輩の言葉で、とある人のシルエットが頭に浮かんでしまった。言わずもがな、吹浦先生だ。

「小関さん、わかりやすすぎでしょ～」

　言葉を詰まらせる私を面白がって、斎藤先輩が声を立てて笑った。お冷のグラスを傾けてひと口飲んでから、先輩が軽く身を乗り出す。

　最後の診察を終えれば、先生のことを考える時間はおのずと減っていくものと思っていたけれど、現実は逆だった。相変わらず──というか、時が経てば経つほど、吹浦先生のことを思い出しては「元気かな」とか、「今なにをしているんだろう」とか考えてしまっている。

　……忘れようと思ったのに、全然忘れられない。この気持ちをどうしたらいいのか、途方にくれている。

「小関さんの彼氏ってどんな感じの人？」

「か、彼氏じゃないです。私が、一方的にいいなって思ってるだけで」

　滅相もない──と恐縮して首を横に振った。

　……もし先生のような人が彼氏だったらどんなにいいか。そうなったら理想的な展開だとは思うけれど、あくまで想像だ。夢のまた夢、というか。

「じゃまだ友達？」

「友達……ですらない、ですね」

　斎藤先輩のきらきらした瞳が眩しい。私はきまり悪くてお冷のグラスのなかに視線を落とした。

　主治医と患者の関係は、ほぼ他人同士なのではないだろうか──と思い、答えながら落ち込んでしまい、語尾が消え入る。

「え、そうなんだ」

「はい。しかも、会いたいときに、気軽に会えない人なんです。……だからもう、その人のことは諦めてるんですけど」

　プライベートでの彼といちどだけ顔を合わせたことはあるけれど、そのときはほとんど話さなかったから、どこに住んでいるとか、行きつけのお店とか、そういうものをまったく知らない。

　そもそも、もうパートナーがいるかもしれない。結婚指輪をしてないのは見たけれど、仕事柄嵌めていないだけかもしれないし、結婚はしていなくても婚約者とか、彼女とかの存在は大いにあり得る。

　……いずれにせよ、一患者でしかない──というか、通院が終わった今、患者ですらない私が、吹浦先生の気を引ける気はしない。

「えー、気持ちを伝えてないのに諦めちゃうの？　そんなのもったいない」

　胸に重たいものを感じながら深く息を吐くと、斎藤先輩がやや食い気味に言った。

「──好きならアピールしなきゃ。男の人って意外と気づかないから、伝えないと始まるものも始まらないよ」

　今日の装いは薄いイエローのブラウスにブラウンのマーメイドスカート。ネイルは初秋をイメージしたくすみカラーのイエローとグリーン。いつもほわんとしてかわいらしいイメージの先輩が、両手にぐっと拳を作って激励してくれるのが意外だった。

「斎藤先輩って、意外と恋愛では積極的なんですね」

「割りとそうかも。だって好きな人には、自分のこと好きになってほしいじゃない？」

「……そうですよね」

　それは百パーセント同意だ。私は大きくうなずく。

　──吹浦先生が私のことを好きになってくれたら、これ以上幸せなことはないだろう。

「その人の連絡先は知ってる？」

「いえ」

　残念ながら知らない。汐里に訊けば、奥寺くん経由で手に入れることができるのではと思ったけれど、彼は医師との合コンに来る女性が苦手だと知ってしまった今、そのルートを使ってまで教えてもらおうとは思えなかった。斎藤先輩が「そっか」とうなずいて、困ったように首を傾げる。

「会いたいときに会えないって言ってたけど、それでもどうにかして会えないのかな？　その人と」

「うーん……」

　先生とどうにかして会う方法か──

『万が一足の調子が悪くなったら、また診せに来てくださいね』

　最後に会った日にかけてもらった言葉を思い出す。診察だったら、あるいは……とは思うけれど──

「会う方法がないわけではないですけど、それは禁じ手というか……」

　つまり、先生に会うためにわざと怪我をするか、怪我をしたふりをするか、ということだけど、それはやってはいけないと理性を利かせている。

「でも連絡先を知らない以上、発展させようと思ったら会うしかないわけじゃない？」

「……ですよね」

　先輩の言う通り、先生に会わなければ現状は変わらない。……それはそれでつらい。

「会って、仮に思うような展開にならなかったとしても、もう関わらなくていい相手なら今度こそスパッと諦められそうじゃない。どうせ諦めるなら、いちど捨て身になってみるのもいいんじゃないかなって」

「捨て身……」

「当たって砕けてみたらってこと。会って、思ってることを伝えてみたらどうかな？」

　気持ちを伝えても、先生は私のことなんてなんとも思っていないかもしれないし、迷惑に思われるかもしれない。

　でもモヤモヤしたままでいるよりも、きちんと白黒つけられれば、忘れる努力もしやすい気がする。

「──そうですよね。どうせ諦めるなら、その前に一回勇気を振り絞ってからのほうが納得できそうです」

　ふとしたときに先生を思い出してしまうのは、それだけ先生への想いが強いせいだ。

　理由なんてない。ただ吹浦先生に会いたい。あの優しい笑顔に癒され、温かい眼差しで見つめられたいと思う──先生のことが、好きだから。

　……なら、ダメ元でも気持ちを伝えてみよう。

「うんうん。そうだよ。頑張って！」

「先輩、ありがとうございます！」

「ううん。小関さん、かわいいし自信持って」

　社交辞令だろうとは思いつつ、女性としての魅力溢れる斎藤先輩に褒められると素直にうれしい。

　私が「はい！」と気合十分な返事をしたところで、注文したパスタが到着した。先輩はフィットチーネのアラビアータで、私はスパゲッティーニのアマトリチャーナ。

　私はおいしい生パスタに舌鼓を打ちつつ、吹浦先生も昼食をとっているころだろうか──なんて考えていた。
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　鉄は熱いうちに打て、だ。斎藤先輩からのアドバイスが胸に刺さっているうちに、吹浦先生に会いに行こうと決めた。

　もっとも簡単に先生に会う方法は、やはり診察を受けに行くこと。あまり褒められたやり方ではないけれど、これがいちばん確実に思われた。

　終業直後に飛び乗った大学病院に向かうバスのなかで、車窓に移る自分の姿を覗き込む。

　比較的服装に緩い会社であるということがわかってからは、少しカジュアルダウンしたコーディネートで出勤することが多い。今日はベージュ系のジャケットの下に白い無地のブラウス、ネイビーのアンクルパンツ。足元は黒いパンプスだ。普段から転びやすいので、骨折してからは三センチ程度の、ヒールが低めのものを選ぶようにしている。

　──先生に会うとわかっていたら、もっと気合を入れた格好をしてきたのにな。

　とか思ってしまうけれど、いまさらか。毎回仕事を抜け出して通っていたのだし。

　午後の診察の受付終了時間ギリギリに到着し、整形外科の待合のソファに座る。……なんとか間に合ってよかった。

　この時間に来るのは初めてだ。仕事帰りに立ち寄る人が多いせいか、昼間に来るよりも混んでいる気がした。待合のソファは、ほどよく埋まっている。

　ソファからひとり、またひとりと減るたびに、会いたい気持ちと同じくらい怖いという感情が増してくる。気持ちを伝えて、いやな顔をされたら。「診察以外の目的で来ないでほしい」と拒否されたら……と悪い想像ばかりしてしまう。

　でもいいんだ。フラれるならきっぱりフラれよう。すごく傷ついて悲しくなるだろうけれど、感傷に浸るだけ浸って、少しずつ気持ちを切り替えていけばいい。

「小関さん、診察室二番にどうぞ」

　たった一ヶ月、間が空いただけなのに、看護師さんにそう呼ばれるのが懐かしく感じた。

　私は「はい」と返事をして、ひとりになってしまったソファから、吹浦先生のいる診察室の扉の前に移動して、震える手でノックをして、なかに入る。

「こんばんは」

「こ、こんばんは」

　一か月ぶりに会う先生は、変わらず優しく笑って迎え入れてくれた。

「……びっくりしました。この時間にいらっしゃるの、新鮮な感じがします」

「ですね。私もです」

　治療中は昼間の時間を選んで通院していたのを覚えていてくれた。それだけのことでもうれしくて、私は口元がにやけてしまう。

「──今日はどうされました？」

　和やかな雰囲気が、ほんの少しだけ引き締まる。右足が完治したばかりの私が、時間を置かずして再びやってきたからだろうか。

「あ、の……その、なんだか、右足が痛む気がして」

　開口一番、気持ちを伝える心積もりでいたけれど──先生の近くに控えている看護師さんの存在や、久しぶりに会えた高揚感が影響して、唇がそれらしい言葉を勝手に紡ぐ。

「診せてもらってもいいですか？」

　私はすぐにうなずいた。診察用のベッドに促され、右足のフットカバーとパンプスを脱いだ。先生の両手が、足先にそっと触れる。

「っ……！」

　いつも通りの触診なのに、今日がいちばん恥ずかしくて──ドキドキした。

　先生の長い指が、骨に沿って足の甲に触れている。その事実が、とても重大なことであるみたいに、左胸の鼓動が加速した。我慢できなくて、短い吐息がこぼれてしまった。

「この辺り、触られると痛いですか？」

　先生にはそれが痛みによるものに感じられたのか、同じ場所をもういちど、骨を確かめるようにして、親指で軽く押していく。

「い、いえ……」

「ではこの辺は？」

　今度は少し場所を変えて押しながら、先生が私の表情を伺うように、こちらをじっと見つめてくる。

「っ、い、痛いような……」

　真剣な眼差しに、心臓がさらに忙しく騒ぐ。頭が真っ白になり、イエスともノーともつかない返事を返してしまった。

「念のためにレントゲンを撮りましょう」

　先生の手が、私の足先から離れた。パンプスを直履きしたあと、レントゲン室に移動しながら、まだ胸がドキドキしていることに気付く。

　触れられただけでこんなになってしまうとは──時間が経ったせいで、先生への想いが余計に強くなっているのかもしれない。

　レントゲンを撮り終わり、待合のソファで少し待機したあと、診察室の扉から直接先生に呼びかけられた。それから室内の丸椅子に戻ったときには、控えていた看護師さんの姿はなくなっていた。

「……こうして見る限りでは、骨に異常はないみたいです」

　自身の椅子に座った先生が、発光したディスプレイに貼られたレントゲン写真を示しながら不思議そうに言った。

「腫れもないですし、正直なところ痛みの原因が特定できないんですよね……」

　そもそも痛みなんて感じていないのだから、そういう見解になるのも当たり前だろう。

　……先生を困らせてしまっているのが、心底申し訳ない。

「すみません、先生」

　今なら言える、と思った。私は謝罪の言葉を口にしながら、その場で頭を下げる。

「──本当にすみません。足はもうなんともありません。しっかり治してもらったので、大丈夫です。うそをついて申し訳ないです」

「えっ？」

　表情が見えないけれど、声だけでもひどく驚いているのがわかった。気持ちが折れないうちに、私が続ける。

「でも、先生と会って話をするためには、診察してもらうしかないって思ったんです。他に先生とコンタクトを取る方法がなくて……」

「話、ですか？」

「はい。どうしても……個人的に先生にお話ししたいことがあります」

　私はやっとのことで顔を上げた。恐る恐る彼の様子を伺うと、困惑しているような、面食らっているような、なんとも言えない表情をしていた。

『個人的にお話ししたいこと』の内容なんて、たやすく想像がつくだろう。彼のように女性に言い寄られることが多い男性ならば、なお感覚的にわかるはずだ。

　左胸は、もはやドキドキではなくバクバクと激しい音を立てていて、まるで身体そのものが心臓になってしまったみたいだった。

　もう気持ちを伝えてしまったのとほとんど同じ状況なのに、次のフレーズがなかなか出ない。でもちゃんと言わなきゃ──

「そういう話なら、今日はお帰りください」

　言葉を探しているうち、怖いくらいに真面目な顔をした先生が放った台詞に──私は、目の前が真っ暗になった気がした。
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　足が痛いふりをしてまで、私が先生になにを話したいのか。きっと、彼は察しているに違いない。

　──やっぱり私の気持ちは、先生にとって迷惑なんだ。

　最後に謝って、診察室を出ようと決めた次の瞬間。

「診察じゃなくても、話をする方法はいくらでもありますから」

　先生の表情がふっと柔らかいものに変わる。彼は穏やかにそう言うと、デスクのほうを向いた。胸のポケットに差していたボールペンと、傍らに置いてあった正方形の付箋を手に取り、そこになにかを書いている。

「これ」

「……？」

　再びこちらに向き直った先生が、付箋を差し出す。水色のそれには、ゼロから始まる十一桁の番号が書かれている。

　──これって……もしかして？

「こちらに連絡をください。場所を変えて、改めてお話しましょう」

　期待を膨らませていると、先生が声を潜めて言いながら、ちょっと照れたように笑った。

　──うそっ、先生が連絡先を教えてくれた……!?

「小関さん？」

　病院以外でも私と会ってくれるってことなんだろうけれど──まだいまいち信じられないでいる私は、フリーズしてしまっていたようだ。先生に名前を呼ばれて、ハッとする。

「はっ……はいっ！　ありがとうございます！」

　私は付箋を両手で受け取ると、抱きしめるみたいに胸に寄せながらお礼を言った。

　──うれしい！　またプライベートで先生と会える！

　取りつく島もなく終わるとばかり思っていたから、勇気を出して本当によかった。

　私は帰りのバスのなかで、早速教えてもらった番号にショートメールを送った。
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　小関さんが出て行ったあと、診察室にひとり残された俺は、小さくため息を吐いた。

　──なにをしているんだ。

　患者に個人携帯の連絡先を教えるなんて、俺がもっとも軽蔑するタイプの医者だ。そういう人間にだけはなるまいと思っていたのに。

　自己嫌悪しつつ、もういちどその瞬間に戻ったとしても、俺はきっと彼女に自分の携帯番号を書いたメモを渡してしまうだろう、と思う。

　なぜなら彼女が診察室に現れた瞬間、まぎれもなくうれしかったからだ。

　最初は、ちょっと変わった患者だ、という印象だった。怪我した右足を引きずって現れた彼女は、足よりもむしろ心を痛めているように見えた。年齢よりも少しだけ幼い、かわいらしい顔立ちをしているのに、やけに表情が沈んでいて、いまにも泣き出しそうに見えたし、実際泣き出してしまったときは少し焦った。泣かせるつもりなんて、ちっともなかったから。

　整形外科の患者で、自分のメンタルの悩みをこぼす人は珍しくないけれど、彼女のような若い女性では稀だ。

　尊敬する教授からの教えで「医者たるものひとりひとりの患者との対話を怠るな」というものがあり、俺は常にその教えを守っているつもりだ。実際、患者と会話することで症状の原因につながる生活習慣やできごとを知れるし、信頼関係も構築できる。この仕事をするうえでは欠かせないコミュニケーションだ。

　だから小関さんの話に耳を傾けたのは、自分の仕事をまっとうするためだった──最初は。

　いつからか、彼女と言葉を交わすのを楽しみにしている自分がいることに気付いた。

　話を聞く限りでは──小関さんは真面目で、頑張り屋で、いつも周囲に気を使っている人だ。俺と話すときも、いつも礼儀正しくて好感が持てる。

　仕事や職場に対して悩みを抱えているようだけれど、会社でも俺に対する態度と同じように振舞っているのなら、そんな彼女を悪く思う人はいないだろう。

　小関さんは頑張っている。自分の気持ちを正直に伝えると、彼女は、

『ありがとうございます。先生に言われると、そんな気がしてきました。元気出ます』

　──そう言ってはにかんだ。その表情がかわいらしくて、柄にもなくドキッとした。

　……なんだろう。この気持ちは。

　研修医として働き始めてから、女性が苦手になっていた。プライベートで出会うのは、医師という肩書きに惹かれて近寄って来る女性ばかりだ。おそらく彼女たちは、医師の恋人である事実にステータスを感じるのだろう。俺はそういう女性を心底軽蔑しているし、関わらないでほしいと思っているから、無下にしてしまうことも多いけれど、女性だって自分が品定めされるのをひどく嫌うはずだ。自分がされていやなことを、他人にはするというのは道理が通らない。

　大学時代の友人である奥寺や酒木なんかは、むしろそういう女性たちと割り切った関係を楽しんでいるみたいだ。俺はノーサンキューだと釘を刺しているのに、「お前がいると釣り餌になるから」とか勝手な理由で丸め込んでこようとする。

　小関さんが参加していた合コンもまさにそうだった。大学同期との飲み会と聞かされて俺が店を訪ねると、エントランスで三人の女性が待ち構えていた。

「あっ、吹浦さんですよね？　写真で見るよりずっとイケメン」

　そのなかのひとり、すらりと背の高い、少し色黒の女性に声をかけられる。

「──奥寺くんたち、もう席についてるので、一緒に行きましょう！」

　またこのパターンか、と思った。仕事のあと、すり減った神経をさらにすり潰そうとしてくる仕打ちには、毎回うんざりする。

　本当はそのまま踵を返したかったけれど、なにかアクションを起こすのも面倒だ。奥寺たちは俺がその場にいさえすればいいみたいだから、二時間適当に座っていれば文句は言わないだろう。

　それにしても、懲りないヤツらだ。あれほどこういう場に呼ぶなと話しているのに、聞きやしない。効き目のないお灸を据えるのにも飽き飽きした。

　どっと疲れが湧いてくるのを感じながら、女性らしく華やかなワンピースや香水に包まれた女性たちのうしろを着いて、奥寺たちのいるテーブルに合流すると──そこに、いるはずのない人物がいた。小関さんだった。

　自分の患者とプライベートな場面で遭遇したのももちろんだけど、その相手が小関さんだったことに、なにより驚いた。

　と同時に、がっかりした。なんとなく、彼女はいわゆる合コンのような飲み会には参加しないイメージがあったから。

「今日はお医者さんたちと会えるって聞いて、楽しみにしてたんです～」

　胸がざわつくのを感じつつ席の端に座ると、目の前に座った女性に、開口一番にそう言われて、また気持ちが萎える。

「そうですか」

　俺は短くそう答えるので精いっぱいだった。つまり女性陣はみんな、医師との合コンであると把握していたことになる。

　──なんだ。小関さんも結局、俺が軽蔑する、肩書に飛びついてくる女性たちと同じだったのか。

　いや。俺がわかっていなかっただけだ。診察を通してしか彼女を知らなかったくせに、人間性までわかったつもりになっていた自分がおかしかった。

　妙にしらけた気分になって、そのあと話しかけてきた小関さんに、予防線を張るように冷たく接してしまった。彼女の、妙に媚びた表情や仕草を見たくなかったのだ。

　ところが翌日、最後の診察に現れた彼女と話をして、彼女もまた、俺と同じように会の実態を聞かされずに参加したと知った。俺は妙にホッとしてしまい、そんな自分に戸惑った。

　──小関さんはただの患者だ。彼女がどういう女性だったとしても、俺個人にはなんの影響もないはず。なのに、どうしてこんなに心が動いてしまうんだ？

　足が治ってしまえば、もう自身の患者ですらない。他人だ。この先彼女と関わる可能性は限りなく低いだろう。

　実際、治療が終わって一ヶ月、彼女が診察に訪れることはなかった。

　……戯言を承知で、「私、そそっかしいんです」と笑っていた彼女が、また診察に来てくれたらいいのに──なんて、医師失格なことも、ぼんやり考えてしまったりして。

　──俺はもしかして……いつの間にか、彼女のことを……？

　だからといって、まさか彼女が本当に診察を受けにやってくるとは思いもしなかった。診察室の扉を潜る彼女の姿を見た瞬間に感じた高揚感は、今でも覚えている。しかも。

『どうしても……個人的に先生にお話ししたいことがあります』

　彼女は顔を赤らめ、小さな声を震わせながらそう言った。

　診察を装ってまで個人的に伝えたかったこと。恥じらう彼女の様子から、自分に都合のいい妄想をしてしまう。

　……いや、まさか。彼女も俺と同じ気持ちだったっていうのか？

　患者をそういう目で見てはいけない。つながりを持つのは医師としての品格に欠ける。

　医師になったときに、自分に課したルールに抗おうとしたけれど、できなかった。

　今はただ、彼女と話がしたい。彼女のことを、もっと知りたい──
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　吹浦先生からはその日のうちに返事がきた。二日後の勤務後ならゆっくり時間を取ってもらえるとのことだったので、私の会社の最寄り駅にあるダイニングバーで会うことにした。

　時間をもらうのは私なので、病院のそばまで行く気まんまんだったのだけど、勤務先の近くで患者と会っているところを見られるリスクもあるだろうし、私も自分の会社に近いほうが終業の際に慌てずすみそうでありがたかった。

　斎藤先輩にはいちばんに報告した。「やったじゃない！」と自分のことのようによろこんでくれる先輩に「頑張ってきます！」と誓い、約束の時間を迎えた。

「こんばんは」

「こっ……こんばんは」

　緊張しないようにと二十分前からスタンバイしていたのに──奥のテーブル席で彼と顔を合わせると、それだけでうれしくてのぼせてしまいそうだ。私はソファから立ち上がり、頭を下げる。

　今日の先生は黒いテーラードジャケットに白いシャツ、ベージュのチノパンで爽やかな装いだ。合コンのときも思ったけれど、白衣を着ていないといい意味で少し幼く見える。

「待たせてしまいましたか？」

　先生は少し息を切らせていた。忙しいだろうに、時間に間に合うように急いでくれたのだろう。私は首を横に振る。

「い、いえっ。あの、私が早く来すぎちゃっただけです」

　これから先生と会えると思えば、むしろ待つ時間さえ幸せだった。先生は「よかった」と笑ったあと、私のシルエットをなぞるように視線をくれる。

「スカート、珍しいですね」

　今日は私にとって勝負の日なので、服装に関しては斎藤先輩に相談した。先輩曰く、「いつもと違う格好をしてドキッとさせるべし」とのことだったので、黒いとろみのあるブラウスに、クリーム色のケミカルレースのタイトスカートを選んだ。パンプスも大人っぽく、いつもよりヒールの高いものを選んでいる。

「あ、そ、そうですか……？　すみません」

「なんで謝るんですか。似合ってますよ」

　ちぐはぐなリアクションだったのだろう、先生が噴き出すようにして笑う。

「あ……ありがとうございます」

　──は、恥ずかしい。少しでもかわいいと思われたくて選んだ服装だけど、改めて言及されると、先生の目を見られない。

　……まだ信じられないや。あんなに会いたいと思っていた先生が、先生としてじゃなく──ひとりの男性として目の前にいるなんて。

「……あの、今日は時間を作ってくださって、本当にありがとうございます」

　お互いに向かい合わせに席に着いたあと、まず私がお礼を述べた。

「こちらこそありがとうございます。……実は私も、小関さんとはもう少しお話ししてみたいと思ってました」

「本当ですか？」

　意外な言葉に、私が食い気味に聞き返すと、先生が「はい」と微笑む。

「だから今日は、たくさん話しましょう。小関さんのこと、いろいろ聞かせてください」

「はっ──はいっ！」

　──よかった。先生も少しは、この時間を楽しみにしてくれてたんだよね……？

　それから私たちは、先生が好きだという白ワインを飲み、時折ブルスケッタやチーズなどをつまみながら、いろいろな話をした。

　たとえば先日の合コンに参加していたお互いの友人の話や、私と先生の仕事の話。最初は緊張で上手く言葉が出ない私だったけれど、先生の優しさとアルコールでほどよく気が緩み、時間が経つほどにリラックスして会話を楽しめるようになった。

「そういえば、足は本当になんともないんですか？」

　先生がふと、思い出した風に訊ねる。私は「はい」と控えめにうなずいた。

「……すみません、痛いなんてうそをついて。あれって業務妨害ですよね」

　そうするしかなかったとはいえ、つくづく自分が愚かしい。

「まぁ、突き詰めればそうかもしれないですけど……でも、そのおかげでこの時間があるわけですから。私はうれしかったです」

「そ、そう言ってもらえると救われます」

　うなだれる私に、先生は相変わらず耳触りのいい、温かい言葉をかけてくれる。

　先生と言葉を交わしたときに、胸の奥がほっこりと温かくなる感覚が好きだ。この感覚に浸りたくて、毎週、彼との会話を楽しみにしていたのだ。私はアルコールで火照った頬を軽く押さえながら続ける。

「吹浦先生は本当に優しいですよね。何回も言ってるのでいい加減しつこいって思われるかもしれないですけど、先生には感謝の気持ちでいっぱいです。骨折して、精神的にもボロボロだったときに、気持ちが軽くなる言葉をくださって……心も身体も元気になりました。先生に診てもらえて本当によかったって思ってます」

　自分で自分を追い詰めていたあのころ、先生に気持ちを吐き出せていなかったら、私はどうなっていたのだろう。今も同じ会社で働き続けていられたのだろうかと、怖くなるときもある。お酒の力もあってか、いつもよりも語気強めに言うと、先生は穏やかな瞳で私をじっと見つめた。

「私も、繰り返しになってしまいますけど──医師として当たり前のことをしただけですよ。でも、小関さんが元気になってくれてよかったです」

「は、はい……」

　あぁ──先生って、やっぱりカッコいいな。ルックスもさることながら、人間的にも魅力的で、会うたびに『素敵』が更新されていく。

　……会ってもらうだけでも十分幸せなのに、そんな大きな瞳でまじまじ見つめられたらもっと期待してしまいそうだ。それはさすがに図々しいとわかっているけれど。

「……わ、私、ちょっとお手洗いに行ってきます」

　眼差しを浴びているだけでのぼせそうになる。私は自戒の意味も込めていちど気分をリセットすることにする。ソファから立ち上がり通路に出ようとした。

「あっ」

「危ない──」

　酔いが回っているせいか、思ったよりも身体が重かった。一歩足を踏み出すと、ぐらりと前方に状態が傾く。と、危険を察知した先生が素早く立ち上がり、私の肩を押さえ、抱き留めてくれた。

「……す、すみませんっ」

「いえ。大丈夫ですか？」

　思わぬ形で至近距離になってしまい、頭がパンク寸前。うなずくのがやっとだ。

　──だめだ。気持ちをリセットしようと思って席を立ったのに……それどころか、心拍数がどんどん上がっていくっ……！

「怪我はないですか？」

「はいっ、先生のおかげで。ありがとうございます」

　きっとこんな風に余裕がなくなってるのは私だけなのだろう。情けない──と思いつつ、先生にお礼を言うと、動揺のあまりお手洗いに行くことすらも忘れて再び席についた。

「……本当、そそっかしいですよね。いつもこんな感じで、傷が増えてくんです」

　照れ隠しに声を立てて笑い飛ばした。そうでもしないと、このドキドキを悟られてしまいそうで。

「──やっぱり、あなたはそうやって笑っている顔がいちばん素敵です」

　すると、先生は噛み締めるように静かに言った。

「先生……？」

　それまでとは違う意味深な物言い。私が胸の高鳴りを抑えて控えめに問いかけると、彼は小さく息を吐いてから、真剣な顔つきでこう切り出した。

「本当は、お礼を言わなければいけないのはこちらのほうなんです。……さっきの話、立場的に、俺のほうから声をかけるわけにはいきませんから」

　さっきの話──私が病院に押しかけた話だろう。『俺』という呼称に、この空間がよりプライベートなものであると強調された気がした。

　するとそれぞれのワイングラスの間を縫って、先生の手がこちらに伸びてくる。ふたりがけの席の、狭いテーブルのうえでは、私の手のひらを捉えるくらい容易い。

　手と手が触れた瞬間、診察の際に足先に触れられていたときの強烈なドキドキ感が蘇る。いや、そのときの何倍もときめいていた。

　診察の名目もなしに、先生の手と私の手が触れ合っている。その手は熱をもったように温かい。

　情熱を帯びた瞳で真摯に私を見つめ、先生が続けた。

「──率直に言います。俺もずっと、あなたに会いたいと思ってました」

「っ……」

　触れ合う手にきゅっと力をこめられ、心臓がどきんと跳ねる。

　──信じられない。吹浦先生も、私に会いたいと思ってくれてた……？

「すみません。酔ってますね」

　私がよっぽどおどろいた顔をしていたのだろう。先生はきまずそうに謝って、そっとつないだ手を解いた。

「あのっ、う……うれしいですっ」

　消えた温もりが恋しくて、私は慌てて訴えた。

「──私も……あ、会いたくて、会いたくて仕方がなくて……それで診察室まで押しかけてしまったんです。それしか方法が思い浮かばなくて。だから先生も同じ風に思っていてくれて……すごく、うれしいです」

　心臓が壊れてしまったのではと思うくらい、ずっと爆音を立てている。

　想いを伝えるなら今しかない。本当は、あのまま診察室で伝えるつもりだった自分の気持ち。

　非常識な行動を起こしてしまったのも、そのうえで会う約束を取り付けたのも、先生のことがどうしようもないくらい、好きになっていたから──

「私、私は──」

「小関さん」

　伝えるべきことを伝える。一大決心を告げる声に、先生の、いつもよりもちょっと低い、焦れたような声が重なる。

「……小関さんさえよければ、もう少しあなたと一緒にいたい」

　熱っぽい眼差しと甘い囁きに、思考がぱちんと音を立てて弾ける。

　──夢を見てるみたいだ。先生も私と同じ気持ちでいてくれたんだ！

「私も……吹浦先生と一緒にいたい、です」

　なにかに導かれるみたいに、私はそう返事をしていた。
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　──これって現実？　それとも夢？

　先生に手を引かれ、駅のそばに位置するシティホテルの客室の扉を潜ったあとも、半信半疑だった。

「小関さん」

　扉を閉めると、先生がもどかしかったとばかりに私の身体を掻き抱く。

「……ずっとこうしたかった。あなたを独占したくて、たまらなかった」

　温かい腕に抱かれていると、ドキドキと安心感が同居した奇妙な感覚に包まれる。

「先生──」

　彼の温もりが確かなものであるとより実感したかった。私は反射的に彼の背に腕を回した。男性に触れることさえ久しぶりなのに、こんなに積極的になれる自分が不思議だ。

「先生、はやめてください」

　耳元で先生が切なげに囁く。

「──俺は、あなたの主治医としてここにいるわけじゃない」

　そうだ。ここは病院じゃない。今、この人と私は、ただの男と女なのだ。

「……弘貴、さん」

　白衣の名札に書かれていた彼の下の名前は、例の飲み会のときにも耳にしていた。まさかその名を呼べるなんて思わなかったけれど。

「覚えててくれたんですね」

　おずおずと呼んでみると、私を抱きしめる腕の力が強くなる。耳元に落ちる響きはうれしそうで、私までうれしくなる。

「す……好きな人の名前、忘れたりしません」

　『好きな人』なんて、はっきりと口にしたのは初めてかもしれない。ほとんど伝わっているだろうけれど、態度に示すのはやっぱり恥ずかしい。

　弘貴さんの腕がふっと緩んで、私と彼の間に微かに距離ができる。間接照明に照らされて翳る彼の顔は、陰影が強調されて作りものみたいにきれいだ。

「俺も……都って呼んでいいですか？」

「は、はいっ……！」

　彼の唇から紡がれる自分の名前に、どうしようもなくときめいて即答した。その音は、ほかの誰が呼んでくれるよりも特別な響きに思えた。

　──あの吹浦先生と、名前で呼び合える関係になれたんだっ……！

「わ、私……変な顔してませんか？」

　うれしさと、それを信じられない気持ちが綯い交ぜになり、みっともない顔をしているかもしれない。羞恥で熱を保つ顔を隠すみたいに両手で頬を押さえていると、弘貴さんが緩く首を横に振る。

「してないですよ。すごくかわいい」

「か……かわいいは言い過ぎです」

　彼の整った容姿と比べると、そばにいるのが申し訳なくなる。恐縮して言うと、弘貴さんの手がふわりと私の頭の上にのって、優しく、ぽんぽん、と撫でる。

「そんなことない。都はいつもかわいいです」

「……そ、そんなにいっぱい褒められると……もっとどんな顔していいかわからなくなっちゃいます」

　うれしい言葉にどうやっても頬が緩んだ。……やっぱり名前を呼ばれると、照れる。

　──こんなに幸せなことってあるだろうか。大好きな人にめいっぱい甘やかされながら、頭を撫でられるなんて。弘貴さんの目、見られないよっ……！

「どうしてそんなにかわいい反応するのかな。……煽らないでください。幻滅されないように、紳士でいようとしてるんですから」

「弘貴さん……」

　ゆらりと弘貴さんの顔が近づく。開いていた距離が再びゼロになって──唇が、重なる。

「んんっ……」

　触れ合った瞬間、男の人の唇ってこんなに柔らかくて、心地よいものだっただろうか、とおどろく。

　──気持ちいい。触れてるだけなのに、温かくて、ふわふわで……。

　恍惚を味わい尽くすかのごとく、私は目を閉じてその感触に感じ入っていた。

「ごめんなさい……我慢が利かなくて」

「い、いえ」

　どれくらいの間、唇を重ねていたのだろうか。彼は私の肩を軽く押して少し上体を離すと、すまなそうに謝った。

　確かに「キスをしてもいいか？」とは訊かれなかったけれど、謝る必要はないのに。だって、恥ずかしくて言葉にはできないけれど、触れ合っていた唇が離れていくのは寂しいと感じていたから。

「おいで」

　瞳の奥に滾るものを潜ませた彼が、私を部屋の中央にあるダブルベッドに導く。

　──あぁ、今まさに幸せの頂点にいると思っていたけれど、ほんの少しだけ先の未来、さらにそのうえを行く幸福が待っているんだ。
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　私みたいな奥手なタイプが、外で会ったその日のうちにホテルへ──なんて、自分でも意外だった。身持ちの堅い普段の私なら、絶対に断っていただろう。

　経験人数はたったひとり。大学四年のとき、当時のアルバイト先である本屋で知り合った、同い年の彼氏だけだ。

　社会人になってお互いに忙しくなってしまい、付き合い始めから一年もしないうちに別れたけれど、最後のほうはひとりでいる気楽さのほうが心地よく感じ始めていたから、いずれにせよ長くは保たなかったのかもしれない。

　それから約二年、恋愛という恋愛はしていない。職場での振る舞いや人間関係に悩んでいたのもそうだけど、そもそも心が動くような出逢いもなかった。

　……だから診察室で弘貴さんと出会ったとき、久々に甘やかな高揚感を覚えた。あれは、あらゆる記憶を辿っても、私が知るなかでいちばんのときめきだった。

　ここに来ることを選んだのは、百パーセント私の意思だ。それは、相手が弘貴さんだったからに他ならない。私がつらいとき、手を差し伸べてくれた弘貴さんだから……迷わず一緒にいたいと思ったのだ。

「都、顔を上げて──」

　ジャケットを脱いだ弘貴さんとベッドの縁に並んで座る。と、彼の指先が私の顎を掬い、仰ぐように促した。

　真摯な眼差しに貫かれたあと、私たちはまたキスを交わす。弘貴さんの手が私の後頭部を支え、唇が触れたり、離れたりを繰り返す。

「んんっ……」

　粘膜の触れ合う音が頭の奥で響いているような錯覚に陥るのは、それだけ彼との距離が近いからなのだろう。

　弘貴さんもその音に興奮を煽られているのか、唇を押し付けるみたいに、所作が強引になっていく。

「っ!?」

　そのとき、唇を割り入ってくる熱い舌にびっくりして小さく呻いた。ほんの少しだけ戸惑う私の背を、弘貴さんはもう片方の手で労わるように撫でる。

「ふ……ぁっ……」

　歯列を、そのさらに奥の口蓋を舌先でなぞられると、ぞくぞくとした快感が背中を駆け抜けた。私の身体の力が抜けるのを見計らって、弘貴さんの舌が私のそれを捉える。触れ合っている舌先を遊ばせるように動かすと、くちゅ、くちゅ、と艶めかしい水音が生じる。

「ん、ふ……ぁ」

　ざらざらした舌に口中を探られ、官能的な刺激がほとばしる。

　──気持ちいい。神経を直接舐められてるみたいで、ふわふわするっ……。

　弘貴さんってキスが上手なんだ。……こんなうっとりするようなキス、生まれて初めてかも……。

「……都」

　やがて唇を解放されると、弘貴さんが少し掠れたトーンで私の名前を呼んだ。私の上体をゆっくりとベッドに押し倒したあと、彼が私のうえにそっと乗り上がる。

「照れた顔もかわいいよ。顔隠さないで、ちゃんと見せて」

「っ……」

　恥ずかしさで、両手の定位置が無意識のうちに顔の近くになっている。彼はその手をそっと解きながら甘く囁き、私の瞳を覗き込む。

「本当にかわいい。もっと……夢中にさせたい」

　こんなに間近で見つめ合って、キスをして──私はもう、とっくに夢中になっている。頭のなかは、弘貴さんのことでいっぱいだ。

「……いい？」

　私の衣服に手をかけた彼が短く訊ねる。うなずくと、彼の指先がブラウスのボタンをひとつずつ外していく。その下のキャミソールと一緒にブラウスを脱がされると、上半身を覆っているのはブラだけだ。

　ミントグリーンのような色味にレースが施されたブラはショーツとお揃いで、フェミニンなデザインと華奢なストラップがかわいいと思って買ったもの。私の手持ちのなかでいちばん華やかなものを選んだのは、最初からほんの少しだけ、こういう展開になってもいいかも──なんて気持ちが存在したからかもしれない。

「肌白くてきれいだね。想像してたよりずっと素敵だ」

　露になった肌を、感触を確かめるみたいに撫でる弘貴さん。

「想像……？」

「うん。好きな子ことを考えるのって普通でしょ？」

　弘貴さんはうなずくと、小首を傾げて訊ね返す。

　──今、さらっと『好きな子』って言ったよね？

　弘貴さんからの愛情表現が逐一うれしい。そのたびに舞い上がってしまう。

「──だから、脱がせてみたらどんな感じなんだろうっていうのも、考えたよ。この下着、よく似合ってるね」

　ちょっといたずらっぽく言いながら、今度はスカートのサイドにあるホックに手をかけた。ジッパーを下ろし、スカートを取り払われると、ブラと同じデザインのショーツがあばかれる。

「……そんないやらしいこと考えてるなんて、幻滅した？」

　鼻先がつきそうなくらいに顔を寄せ、弘貴さんが吐息のような声で訊ねる。ちょっと試すような眼差しを正面から受け止めつつ、かぶりを振った。

「幻滅なんてしません。優しくて素敵な先生の弘貴さんが……わ、私のこと、そんな風に見てくれてるの……むしろ、うれしいです」

　弘貴さんも私と話をしたいとは言ってくれていたけれど、相手への興味の比重は、明らかに私のほうが大きい。だから、彼のその発言に嫌悪感なんてなくて、むしろちゃんと女性として見てくれているんだ、という安心感を覚えた。

「よかった」

　破顔した弘貴さんが、軽くキスをする。それから、自身のシャツのボタンに手をかけて、順に外していく。すべてのボタンを外してシャツを脱ぐと、引き締まり、ほどよく筋肉のついた体躯が晒された。

「──ここから先は、都が思ってる『優しくて素敵な先生』のままじゃいられないから」

「あ……」

　──弘貴さん、着やせするタイプなんだ……。

　思わず見とれてしまった。細身で手足が長く、スタイルがいいのはわかっていたけれど、意外にも白衣の下は筋肉質だったのだ。……全然、知らなかった。

　……どうしよう。弘貴さんの意外な一面を知るたびに、好きな気持ちがどんどん大きくなっていく。

「んっ……」

　彼の美しい身体に釘付けになっていると──片側のブラのストラップを外しつつ、大きな手が布地のうえから私の胸の膨らみに触れた。私が小さく喘ぐ。

　大事なものの感触を確かめるような所作で、ゆっくりと膨らみを揉みしだかれると、緊張感と高揚感とがさらに高まっていく。

「……すごくドキドキするよ」

「弘貴さんも……ドキドキしてるんですか？」

　私の目から見る彼は、ずっと落ち着いているように思われた。不思議に思って訊ねると、弘貴さんがくすっと声を立てて笑う。

「当たり前だよ。こんなに魅力的な人を目の前にして、平静でいられるわけない」

　片手を引かれ、彼の逞しい胸に導かれた。

「……ほら。これで伝わる？」

　──どきん、どきんと激しく、忙しく奏でられる心臓の音は、彼の言葉が正しいことを裏付けている。私を異性として意識してくれているサインだ。

「っは、はいっ……！」

「もっと都に触れたい」

　もどかしそうに言いながら、彼の手のひらがベッドマットと私の背中の間に差し入れられた。反射的に背中を浮かすと、ブラのホックが外される。そうしてふるりとまろび出た膨らみを、直に愛撫される。

「やぁ、んっ……！」

　柔らかな脂肪を捏ねたり、撫で回したり。指先の乾いた感触がぞくそくする。この二年間、ずっと遠ざかっていた鋭い感覚に、意図せずとも甘ったるい声がもれてしまう。

「声もそそる。もっと聞きたいな」

　すると、その普段とは性質の違う声を聞きつけた弘貴さんが、すかさず指摘する。

「ふぁ──」

　……恥ずかしい。そんなに大きな声を出してしまっただろうかと、片手で口元を押さえた。

「だから、かわいい顔を隠さないで」

「っ……」

　おかしそうに笑った彼が、口元の手をまた取り払う。……そうだった。さっきお願いされたばかりだったのに。でも、わざとそうしているのではなくて、羞恥心で無意識に取ってしまう行動だから、どうしようもないのだ。

　しばらく膨らみの感触を楽しんだあと、指先は胸の先を捉える。きゅっと摘み上げ、軽く指の腹のうえで転がされると、そのたびに淡い快感が弾ける。

「っ、く……」

　いやらしい声がもれ出てしまいそうだったから、唇をきつく結んで耐える。

　ただただ恥ずかしいという感情ももちろんあれど、快楽に従順すぎると、彼の目にはしたない女だと映るのでは、という危惧もあった。

「もしかして、声出さないように我慢してる？」

　耳元で問われて、素直にうなずく。

「それは、恥ずかしいから？」

　私はもういちどうなずくと、弘貴さんが噴き出すようにして笑う。耳元に呼気が当たって、少しくすぐったい。

「これからもっと恥ずかしいことするのに」

「っ、ふぅっ……」

　弘貴さんの言う通りだ。

　──わかってる。今でさえこんなに我慢しているのに、その我慢が最後まで保つとはとても思えない。

「……じゃあわかった。声を出さなくていいようにしてあげる」

「っ……？」

　それでも彼は、私の感情を汲んでくれたのか、なにかを思いついた風に言ったあと、再び唇を重ねてくる。

「ん、ぅ……ふ、む……んんっ……」

　深く口づけを交わしながら、一方で私の胸の先を愛撫する。膝で自重を支えながら、両手で刺激によって勃ち上がった頂をきゅっと摘み、柔く擦り潰す。

　口のなかを蹂躙されて頭のなかがとろとろになっているところに、快感の回路が増えて──ますます思考に靄がかかっていくようだった。

　口腔内を舌先で擦られ、尖った胸の先を優しくつねられるたびに、お腹の下が切なく疼く。

「……はぁっ、んっ……ぅんっ……」

　キスはだんだん本能的な、衝動に彩られた激しいものに変わっていく。

　弘貴さんの舌を追いかけたり、逆に彼の舌に捉えられたりしているうちに、最早どちらのものかわからない唾液が唇の端からひとすじこぼれる。その感触にさえ背が震えた。

「っぁ……」

　片手を胸に留めたまま、もう片方の手が脇腹を通り、腰骨に向かって降りていく。その先には、下腹部を守る薄布が一枚。ミントグリーンのそれに覆われたなだらかな丘を、ゆるゆると撫でる。シルクのつるつるした感触を指先にのせたあと、そのさらに下方の窪みをまさぐる。

「んんっ、ん──はぁっ……ひろ、たかさんっ……」

　──恥ずかしいところ、触られてるっ……！

　突然高まる羞恥に、途中で上手く呼吸ができなくなった。息苦しさを覚えて音を上げると、弘貴さんがやっと唇を解放してくれる。

「ごめん。ちょっと激しすぎたかな。でも都がかわいくて」

　私の唇から伝う唾液を、もう片方の指先で拭ってくれながら、彼が形のいい眉を下げて笑った。

「ね──ここ、もうとろとろだよ。下着のうえからでもわかっちゃうくらい」

　ここ、と示したのはショーツの中心。彼が察している通り、その内側は高まる期待によりすでに濡れそぼっていた。

「や……ごめんなさいっ……」

　顔だけじゃなくて、全身が燃えるように熱くなる。恥ずかしさで死にそうだ。

「謝る必要なんてないでしょ？」

「……だって、こんなにして……はしたないって思うでしょ……？」

　欲望に忠実すぎるとか、反応しすぎだと思われてやしないか、心配でたまらない。私が弱々しく訊ねると、彼は微笑んで緩く首を振り、額と額をくっつけてくる。

「思わないよ。……それを心配してたの？」

　こつん、と優しく額がぶつかると、彼の大きな瞳に私が映っているのがよくわかった。私は素直にうなずく。

「──大丈夫。そんなこと思ってないよ。むしろ感じてくれてうれしい。もっといっぱい感じて。……声も我慢しないで。都のこと、たくさん気持ちよくしたいんだ」

　弘貴さんはひとつひとつ言い聞かせるように言うと、なぜかいちど上体を起こして、私の足元のほうへと移動する。ちょうど、私の両足の間に入った形だ。

「あっ──」

　その理由はすぐにわかった。私が小さく叫ぶ。

　彼は私の両膝を折るように足を抱えた。そして、下腹部を覆う薄布を膝の位置までたくし上げた。つまり、私の大事な場所が彼の目の前に晒されているわけで──

「えっ、あ、のっ」

「すぐ気持ちよくするよ」

　まさか──と思うが早いか、彼が私の秘部に顔を埋めた。

「だめ、弘貴さんっ……」

　衝動に駆られるあまりシャワーを浴びていないままであることが頭を過ったけれど、もう遅かった。足をばたつかせようにも、彼ががっちりと押さえているため叶わない。剥き出しのその場所に、弘貴さんの唇が、舌が触れる。

「んんっ──ぁ、ああっ……！」

　恥ずかしすぎて直視できないけれど、感触で理解する。

　──うそ、弘貴さんが私の……舐めて……？

　背徳感と快感が入り交じった複雑な感覚が下肢を駆け抜けた。敏感な粘膜に舌の凹凸が触れると、得も言われぬ愉悦が爆ぜ、身体の芯がじんじんと熱くなっていく。

「そこ、やぁっ……気持ちよすぎて、おかしくなっちゃうっ……！」

「いいよ。おかしくなっても」

「ぁあああっ……！」

　秘裂に沿って舌先を撫でつけられているうちに、敏感な突起を探り当てられる。

「んんっ！」

　少し刺激を加えられるだけでも声が抑えられない。びくんと腰を震わせると、呼気で彼が笑ったのがわかる。

「ここ舌で弾かれるの好きなんだ？」

「ぁあんっ！　や、はぁっ……！」

　訊ねながら、弘貴さんが強めに舌で弾いてくる。

　──だめ、気持ちいいっ……お腹の奥のほうがきゅんきゅんして、なにも考えられなくなっちゃいそうっ……！

「どんどん溢れてくるね……甘くて、濃い匂いがする……」

　恍惚に身を震わせていると、彼が滴る欲望の証を啜り上げる。言葉で指摘されると、さらに羞恥が高まっていく。

「あんっ！」

　弘貴さんは、舌だけではなく指先も使って愛撫し始める。硬くなった秘芽をくりくりといじられると、舌とは違う乾いた皮膚の感触に身悶えした。

「『もっとして』って入り口がぱくぱくしてるよ。すごくえっちな眺めだね」

　秘裂をまじまじと見つめながら、弘貴さんがつぶやく。

　彼は声の感じがソフトだけど、言ってることはけっこういじわるだ。ただでさえ恥ずかしすぎる状況なのに──彼の視線が突き刺さっているように思えて、ひどく淫らな気分になってくる。

　居ても立ってもいられない恥ずかしさで、顔を隠そうとしたけれど──弘貴さんに「顔を見せて」とお願いされているから、目をつぶることで羞恥に耐える。と、彼の長い指が入り口に宛がわれ、侵入してきた。

「んんっ──」

「指、痛くない？」

「っ、はいっ……大丈夫ですっ……」

　二年もの間、固く閉ざされていた場所ではあるけれど、痛みや違和感はなかった。私が答えると、弘貴さんは「そう」とうなずく。

「じゃあ、気持ちいいところ探さないとね」

「ひぁっ……！」

　ゆるゆると内壁を擦ったあと、彼はナカの指を二本に増やした。そうして、お腹側に向かって優しく引っかいた。

「ここかな……？」

「!?」

　弘貴さんがそう言った直後、彼の指先がなにかを捉えた。

　私は身体を捩らせる。身体の奥に響くような鮮烈な快感を覚えたからだ。

「あぁ、なにこれっ──やっ、だめぇ、ぁはぁっ……！」

「ここ、触られたことない？」

　こりこりと、手ごたえのあるその場所を、弘貴さんは何度も何度も、繰り返し刺激してくる。そのたびに、激しすぎる悦びが身体中にほとばしって、私はうなずくのがやっとだった。

「──そうなんだ。じゃあたくさん感じて、気持ちよくなって」

　てっきり、手加減してくれるものと思っていた。ところが弘貴さんは、逆にそこを執拗に愛撫するようになった。

「んんんんっ……！」

　──こんなのだめ。気持ちよすぎて、目の前がチカチカする……！

　強すぎる刺激から逃れようとするけれど、相変わらず弘貴さんにがっちりと足をホールドされている。

「も、だめぇ、それやぁっ──！」

　逃げ場がなくて、声で訴えかけるしかなかった。私が必死にそう伝えるけど、彼はそれでいいとばかりにふっと笑った。

「気持ちよくなっていいよ。見ててあげる……都がイくところ」

「っぁ、あぁっ……！」

　すぼすぼと指先を出し入れされながら、その傍らで秘芽をくすぐられる。内側も外側もめいっぱい気持ちよくされて、おかしくなりそうだ。

「やぁああああああっ……！」

　突き抜けるような鋭い刺激に翻弄された私は、ひと際高い快楽の波に呑まれてあっという間に絶頂した。いやらしい、鼻にかかった声を上げて、身体がびくびくと何度も激しく震えた。

　──うそ、私……？

「都は本当にかわいいね」

　弘貴さんはいとおしげにそうつぶやくと、ナカに埋めていた指を引き抜き、内腿にキスを落としてから、先刻のように私の身体に跨り、顔を覗き込んでくる。

　──たった今、その蜜に濡れた指や唇で愛撫され、高みに導かれたんだ。私は。

　そう意識すると、身体を貫いていった劣情が蘇るようだった。

「そんな姿見せられたら、我慢できない。今すぐ都がほしい」

　弘貴さんがこんなにも雄の表情をしているのを見たのは、初めてかもしれない。

　衝動に駆られた台詞は、言葉通り彼の我慢が限界に達していることを示しているのだろう。扇情的な眼差しは、私を切望してくれているからだ。

「弘貴さんっ……」

　──私も弘貴さんがほしい。弘貴さんに抱かれたい。

　彼の首元に腕を回して名前を呼ぶ。私の気持ちは、弘貴さんにも十分伝わったようだ。

　ベルトのバックルを外してチノパンの前を寛げて脱いだ彼は、下着のボクサーパンツと一緒に傍らに置き、避妊具を装着する。

　……数分後に訪れるできごとを考えると──緊張のあまり、弘貴さんのほうをまったく見られなかった。

「挿れるよ」

　装着を終えた彼のそれが、私の秘裂に触れた。私は「はい」と小さな声でうなずく。

　……熱くて大きい。これが、弘貴さんの──

「っ……！」

　自重を乗せながら、剛直がぐぐっと押し入ってくる。

「平気……？」

　無意識に、つらそうな顔をしてしまっていたのかもしれない。弘貴さんが少し心配そうに尋ねた。

「だ……大丈夫っ……」

　指とは比べ物にならない質量だ。入り口をいっぱいに広げられて、圧迫感がすごかったけれど、私はそれに気が付かないふりをして言った。たとえ苦しくても、弘貴さんとひとつになりたいという気持ちのほうが断然勝っていたのだ。

「少しずつ挿れるから、つらかったら言ってね」

「はいっ──」

　私はできる限り身体の力を抜いて、彼を受け入れることに専念する。弘貴さんのほうも私を気遣い、時間をかけて刀身を収めていく。

「ん……すご、いっ……」

　──こんなに深くまで挿入るものだっけ？　

　下腹部の隙間を余すことなく埋めていく感覚に、思わず息を詰まらせた。最後の行為なんてずいぶん前のことだから、すっかり忘れてしまっている。

　まるで身体の中心を、弘貴さんでいっぱいにしてもらっているみたいだ。

「全部挿入ってるよ」

　やがて、彼のすべてを呑み込んだことを示されると、胸に深いよろこびが満ちていく。圧迫感とわずかな痛みは、どこかに吹き飛んでいた。

「……うれしい」

　──今、私、弘貴さんとつながってるんだ。

「俺もうれしいよ。やっと、都とひとつになれた」

　目の前の彼を想う日々が脳裏に浮かんで、涙が込み上げてくる。すりガラス越しみたいな視界に映る弘貴さんが、壊れものに触れるような所作で私の頬をするりと撫でた。優しい眼差しが私を捉える。

「──ずっと考えないようにしてたんだ。自分の患者を、そういう目で見てはいけないから。都に惹かれはじめても、自分の立場を忘れないようにしようと」

　私も同じだったからわかる。ただの主治医の先生が、私の気持ちを受け入れてくれるはずがないと諦めていた。……はずだった。

「でも……だめだったよ。境界線を引くほど、忘れようとするほど都のことを思い出して……本当に、都から訪ねてきてくれてうれしかった」

「そんな風に思ってもらえててよかった」

　優しく瞳を細める弘貴さん。私の頬に触れる手をそっと掴んで言った。

　──もしかしたら私と弘貴さんの想いは、今の私たちみたいに……ぴったりと重なりあっていたのかな。私の一方通行じゃなくて、お互いに惹かれ合っていたのなら感激だ。

「温かい……」

　握った手も、胸も、脚も、身体中。

　触れ合う肌が心地いい。弘貴さんの肌は少ししっとりとしていて、私のよりも少し熱い。

　──ずっとこんな風に、くっついていられたらいいのに。

「好きだよ、都」

　耳の奥を甘くとろけさせるような言葉を囁いて、弘貴さんが頬に置いていた手を腰骨の位置に滑らせた。それから、律動を始める。

「ふぁ、あぁんっ……！」

　その衝撃で、また嬌声がこぼれる。大きな質量がナカで擦れると、お腹の中身を持っていかれそうな気がしてしまって、制御できないのだ。

「まだ苦しい？」

　多分、馴染むのを待っていてくれるつもりなのだろう。抽送を止めた彼の腕に触れ、私はかぶりを振る。

「ううんっ……大丈夫です、止めないで」

　少しの間、留まってくれていたことで多少は広がったのか、挿入直後に比べればだいぶ楽になった。苦しさとか、痛みとは違う感覚だ。……それよりも。

「──このまま弘貴さんを感じたい……だから平気です」

　今は、彼とつながっているよろこびに浸っていたかった。

「わかった──」

　私が強く訴えかけると、弘貴さんが再び動き始める。

　ゆっくり、無理のない抽送をして、言葉にはせずとも様子を窺ってくれているのは、いつもの思いやりに溢れた彼らしい、と思う。

「ぁあ、あはぁっ……！　んんんっ……！」

　時間をかけて内壁が解れてくるにつれ、腰を打ち付ける所作も滑らかになった。それに伴い、圧迫感だったものがうっすらとした快感に成り代わっていく。

　──ナカ、弘貴さんが触れてるところ……全部、熱いっ……！　それに、擦れる部分によっては、火花みたいな悦楽が弾け散る。

「都……！」

「弘貴さんっ、弘貴さんっ……！」

　呼吸を荒らげ、お互いの名前を呼びながら、つながった場所から得られる愉悦を分かち合う。

「気持ちいいよ、都っ……」

「私もっ……気持ち、いいっ……！」

　ついさっきまで、圧倒的な質量に苦悶していたというのに。私は途切れ途切れにうなずきつつ、内心で急速な感覚の変化に驚いていた。

　──まさか、身体の内側で触れ合う場所から、こんなにも甘く切ない痺れを感じるなんて。

「よかった……っ、く……！」

　息を詰まらせ、時折きつく瞼を閉じるさまを見て、おそらく弘貴さんはもっと鋭い快楽のなかにいるのだとわかる。その沼のような快感に自分だけが溺れてしまわぬようにと、セーブしてくれているんじゃないだろうか。

　彼の気遣いをうれしく思いつつも、もっと激しく抱いてくれてもいいのに、と心のなかでつぶやく。だって私も、幸せと欲望が渦巻く沼を揺蕩っているのだから。

「都、もうっ……！」

　雲のうえに浮かんでいるみたいに現実感のなかった私は、彼のサインにただ必死にうなずいた。私のなかを穿つ彼の勢いがさらに増していく。私の快感のギアをもう一段上げるために、弘貴さんは私の脚を大きく開かせると、入り口のそばで勃ち上がる赤い突起を指先で転がした。ひと際強烈な悦びが、稲妻のように責め立ててくる。

「やぁあ──だめ、だめっ……！」

「もっと気持ちよくなって、都……！」

「んんんんっ……！」

　激しく反応する私を煽るかのように、彼は愛撫の手を止めずにひたすら快感を送り込んでくる。

　──弘貴さん、そんなにされたら……私も、もうっ……！

「ふぁあああああっ……!!」

「っ……！」

　頭のなかでばちんとなにかが弾けた。

　抱えきれない喜悦によって身体が一気に緊張して、足先に力がこもる。その瞬間、彼もきつく目を閉じながら深く腰を押し付け、律動を止める。

　刹那、触れ合う中心でなにかが弾けたような気がした。きっと、弘貴さんが私のなかで果ててくれたのだろう。

「都……」

「ひろ、たかさんっ……」

　絶頂の余韻が収まったあと。私たちはどちらともなく、まるで磁石が引き合うようにキスを交わした。汗ばんだ顎が微かに触れると、少しだけ冷たい。

　──好きな人と結ばれることが、こんなに幸せなんて。ちっとも知らなかったな。

　私たちは乱れた呼吸を整えながら、しばしの間抱き合い、とめどなく溢れる幸福感を味わいつくしたのだった。
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　目が覚めると、となりで眠っていたはずの弘貴さんの姿はなかった。

　瞼を擦りながら起き上がり、周囲を見回してみる。と、備え付けのライティングデスクのうえにメモを見つけた。

『仕事だから先に出ます。疲れているだろうし、都はゆっくり休んでね』

　──そっか。土曜日だから私みたいな会社員はお休みの感覚だけど、病院は違うよね。

「っ……」

　『疲れているだろうし』の文面で、昨夜のできごとを思い出してしまう。

　私は視線を俯けて、自身の格好を確かめる。部屋備え付けのバスローブの、はだけた胸元を見下ろしながら、あれはやっぱり夢じゃないんだよな──と確信を得た。

　弘貴さんの表情や所作を逐一思い浮かべては赤面しながら、枕元に置いていたスマホで時間を確認する。まだ七時だ。

　弘貴さんは、いったん家に帰ったのだろうか。そのままの格好で出勤するわけにはいかないのかも。プライベートとお仕事をきっちりと分けている印象があるし。

　……でも、見送りくらいしたかったな。

　どうしてちゃんと起きなかったんだろう。きっと優しい弘貴さんは、起こさないように気を使ってくれたのだ。でも、彼だってお仕事とはいえ、昨日の今日で無言で別れるのを、多少は寂しいと思ってくれているはずなのに……。

　──まさか、『好き』っていうのは口実で、もともとワンナイトのつもりだった、とか？

　……いやいや。いくら信じがたい展開とはいえ、それはないだろう。弘貴さんはそんなひどいうそをつく人じゃない。

　むしろ翌日がお仕事なのにもかかわらず、私との時間を作ってくれたことに感謝するべきだ。

　そう自分に言い聞かせるけれど──頭で理解はできても、感情をそれに従わせるのはなかなか難しい。

　仕方がないけれど、やっぱり寂しい。

　眠る前、何度もキスして抱き合ったのに、もう弘貴さんに会いたくなってる。その前は、一ヶ月以上も会わない期間あったにもかかわらず。いちど触れ合ったら、急に欲張りになってしまった。

　私はメモを手にしたままベッドに戻ると、微かに彼の温もりが残るその場所に潜り込み、目を閉じる。ついさっきまで、ここに弘貴さんが眠っていたのだ。

　……弘貴さん。会いたいな。

　私はメモを抱きしめ、昨夜の幸せな時間を思い出しながら、もう少しだけまどろんだのだった。
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「お疲れさまでした～」

　季節はいつの間にか冬を迎えようとしていた。

　終業時刻を過ぎ、社内の半分以上が退勤したオフィス。薄い水色のチェスターコートを羽織った私は、デスクで退勤の準備をした。そこに、お手洗いから戻ってきた斎藤先輩がやってきて、声をかけてくれる。

「先輩、お疲れさまです。お先に失礼します」

「今日の服かわいい。もしかしてデート？」

　先輩は視線を上下に動かし、私の全身をチェックして声を潜める。私は周囲に誰もいないことを確認してから、控えめにうなずいた。

「っ……えっと、はい、まぁ……」

　チェスターコートの下は白いニットとグレーのタイトスカートにショートブーツを合わせている。大人っぽいコーディネートに合わせて、今日は退勤後にパールがゆらゆらとゆれるイヤリングを着ける予定だ。我ながら、頑張っている。

「いいね～。あれからずーっとラブラブなんでしょ？」

　斎藤先輩が声を弾ませながら訊ねた。

　あれからとは、私と弘貴さんが一夜をともにしたときからだ。その日から週に一から二回のペースで会っている。

　先輩のおかげで弘貴さんと接点ができたこともあり、彼女には弘貴さんのことを打ち明けた。足を骨折したときに診てもらった主治医であることや、そのときにメンタル面でのサポートもしてもらったことなど。

　恋愛を面倒くさがって見せていた手前、なんとなく友人には相談しにくいのもあり、斎藤先輩は心強いアドバイザーだ。

「ラブラブかどうかはわかりませんけど、定期的に会ってもらってます」

　私は首を傾げながら笑って答える。

「会ってもらってるって。彼氏なんでしょ？」

「……た、多分」

　先輩が噴き出してまた訊ねたので、悩みながら曖昧に答える。

　私のなかでは、付き合っているということになっているけれど──言われてみれば、「付き合ってるよね？」なんて言葉で確かめたことはなかった。……痛いところを突かれると、急に不安になってきてしまう。

　すると、先輩がちょっと困ったように眉根を寄せた。

「話聞くと誠実そうな感じするから大丈夫だとは思うけど……医者ってモテるから遊び慣れてる人が多いって聞くし、気になることがあったらちゃんと突っ込むようにしなね」

「は、はいっ」

「じゃ、デート楽しんできて。また明日～」

「ありがとうございます。お疲れさまです」

　ひらりと手を振る先輩に頭を下げ、オフィスを出た。

　返事とは裏腹に、最近の私には、唯一の相談相手である先輩にすら打ち明けられない、ある不安があった。




「今日のご飯もおいしかった」

　それから四時間後。私と弘貴さんは、シティホテルの客室のベッドのうえで身を寄せ合っていた。彼の両脚の間に、私が座っている形だ。先刻、彼に連れて行ってもらった隠れ家風ダイニングを思い出しながら、私が言う。

「気に入ってもらえてよかった」

　弘貴さんの声が耳元に落ちる。バスローブ越しのバックハグは、シャワーのあとの肌の火照りが伝わってきて、いつも以上にドキドキした。

「──あの店、大学時代の友達と集まるときによく使ってるんだ。例の、奥寺とか」

「そうなんだ」

「みんなそれぞれ好きな酒が違うけど、気軽に持ち込めるし、貸し切りもできるし。なにより、居心地がよくて」

「そうだよね。すごくのんびりできた」

　例えるなら、友人の別荘に遊びに行った、みたいな。ふかふかのふたりがけのソファ席や、かっちりした四人掛けのテーブル席、バースタイルのカウンターなど、それぞれの好みに応じて席をチョイスできる。

　お料理もお酒に合うおつまみがメインだけど、マスター自ら仕込んでいるという煮込みハンバーグが絶品だった。またぜひ行きたいと思える場所だ。

「いつも素敵なお店に連れて行ってくれてありがとう。それに、ご馳走になってばかりで……」

「いいんだよ。俺のほうが年上だしね」

　後ろを振り返ると、弘貴さんがゆるく首を振って微笑む。

「都と一緒にいられてうれしいよ」

　──私がいちばん好きな彼の表情。こちらまで穏やかな気持ちになって、安心する。

「私も……弘貴さんと一緒にいられてうれしい。……すごく幸せ」

　私は自分の胸の前に回されている腕をぎゅっと握った。

「こんなに幸せでいいのかっていつも考えて……不安になったりもしてる」

「どうして」

　弘貴さんが笑いながら、でもちょっと真剣に問うた。

「──都の思慮深いところはすごくいいと思うけど、考えすぎると疲れちゃうでしょ？　たまにはそういうの全部忘れるのも大事だよ」

　片方の手で私のそれを取ると、指先を絡めてそっと握った。今や慣れ親しんだ彼の体温に、心までぽかぽかしてくる。

「俺の前でだけは頑張らなくていいから。あれこれ考えなくていい。そのままの都でいて」

　彼の言葉はまるで処方箋だ。初めて会った日と同じように、無理を押しがちな私の心をふっと軽くしてくれる。それは関係が進んだ今も変わらない。

「……ありがとう。弘貴さんのそういうところ、すごく好きだよ」

　弘貴さんと出会えて、親しくなれたことに──そして、こうして私を労わってくれることに、心から感謝をしている。

「──都」

　私がお礼を言うと、彼が私の名前を呼んだ。そして、頬や唇の端にかかっていた私の髪を、耳にかける。すると。

「いたたっ」

　引っ張られるような鋭い痛みに、つい声を上げた。私を見つめる弘貴さんの瞳が大きく見開かれる。

「……み、耳っ、イヤリング」

「ああ。……ちょっと待って」

　短く言葉を発すると、彼は理解したとばかりにうなずき、イヤリングに触れる。

　服装に合わせて選んだパールの揺れるイヤリングは、精巧なデザインで気を付けないと髪に絡まってしまう。

　シャワーのときに外しておくべきだったのだけど……まさか着けていたのを忘れていたなんて言えない。

「はい、取れた」

　彼は慎重にイヤリングを外し、私の手のなかに返してくれる。

「あ……ありがとう」

「いいえ」

　恥じらいながらそれをベッドの脇のナイトテーブルのうえに置くと、彼はおかしそうに笑った。

「ご、ごめんなさい……間が悪くて」

　彼が髪に触れたのは、キスをするときに邪魔になるからだろう。

　──せっかくキスしてくれそうだったのに。自分の性分が恨めしい。

「そういうところも好きだよ」

「弘貴さん……」

　改めて──といった風に、彼の唇が近づく。私は目を閉じてそれに応えた。

　ちゅっ、と軽く音を立てて触れたあと、弘貴さんが言う。

「……会うたびに好きになってく。都のこと」

　──私も。会うたびに、どんどん弘貴さんのことが好きで好きでたまらなくなる。

　だからこそ、近頃よく考える。付き合うってどういう状態なんだろう？

　敬語も抜け、お互いのことを好きだと思っていて、週に一度は会う関係なら、付き合っているってことでいいんだろうか？

　今の私たちは、お付き合いをしているの？

「あの、弘貴さん……」

「うん？」

　彼がいつものように、優しい眼差しでこちらを見つめながら訊ね返す。

「えっと……」

　意を決して、問い質してみようと思うのに──やっぱり訊けない。

　あれこれ考えなくていい、そのままの私でいいとは言われたものの、いざ訊いてみて期待とは違う答えが返ってきたらと思うと……怖い。

「私も、弘貴さんと同じ気持ちだよ」

　私は本音を覆い隠したまま、そう言って笑ってみせた。

「うれしいよ」

　私を想う気持ちであると示すように、身体を抱く彼の力が強くなる。

　……これでいいんだ。

　問い質すのと、スルーをするのと。私にとってはどちらが正しいことなのか、まだわからない。

　でもひとつだけ確かなのは、弘貴さんを失いたくないということだ。

　たとえどんな関係でも、週に一度彼に会い、愛してもらえるなら──こんなに幸せなことはないだろう。

　最初は会えるだけで心の底から幸せを感じられたのに、その環境に慣れると、もっともっととほしがってしまう。私は欲張りだ。

　そんな自分を戒めるためにも、多くは望まない。これでいいんだ。……これで。

「んっ……」

　彼の唇がじゃれるように私の耳を食んだ。ざらりとした舌の感触に、びくんと身体が震える。

「ここ、弱いよね」

「ん……そうかもっ……」

　耳朶を咥えながら話されると、振動でより刺激を感じてしまう。私は身を捩りながらうなずく。

「素直な反応、かわいい」

　彼は満足げに言うと、耳朶の輪郭に沿って舌を這わせる。ときに耳輪を吸い、ときに耳垂を舌先で掬い甘噛みしながら、私の興奮を煽ってくる。

　以前お付き合いしていた彼氏からは、こういう愛撫をされた経験はない。女性同士の飲み会で、『耳が弱いんだよね』なんて下世話なカミングアウトをした知人がいたけれど、それがどういう意味なのか、当時はいまいちわかっていなかった。まさか、身をもって知ることになるとは。

「はぁっ……弘貴さんっ……」

　脳を吸い取られるみたいな悦楽に悶えながら、背後の彼に呼びかける。

「うん？」

「き……気持ちいいっ……」

　──耳元でしゃべりかけられたら、特に。

「うん。そうだね」

　ちろちろと舌先を細かく動かされると、また違った毛色の快感がやってきた。

「あぁっ……」

　弘貴さんの言う通り、私は間違いなく耳が弱いのだと思う。肝心な場所に触れられずとも、じっくりと耳を責められると、それだけで身体が蕩け切ってしまうときもあるくらいだ。

「やぁ、それやぁ──気持ちいいよっ……」

　愛撫されているのは耳だけなのに、どうしてこんなにも下肢が疼くのだろう。

「本当、都の声ってえっちだよね」

　揶揄と感心が同居するニュアンスで、弘貴さんが囁く。その音でさえ、今の私には甘やかな刺激になる。

「──わかる？　お尻に当たってるの」

　言いながら、弘貴さんは私のお尻に自身の腰を軽く押し付けた。

　──バスローブ越しに、硬くて熱いものが屹立している。

「っ……わ、わかるっ……」

「都がかわいいからこんなになってるんだよ」

　私が彼を興奮させているのだと思うとたまらない。お腹の奥が、切ない音を立てる。

「こっち向いて」

　私は弘貴さんの指示通り、彼のほうへと向き直った。うっすらと微笑む弘貴さんの表情は、病院で診察を受けていたときと変わらないのに、ちょっとサディスティックに見えるのは、彼がベッドではＳっぽく豹変する人であると認識しているからだ。

　最初は少しだけ戸惑ったけれど、回数を重ねるうちに──そんな一面を心待ちにすらしている自分がいる。

　心臓をドキドキと高鳴らせながら、彼の言葉を待つ。

「たまには、都に責めてもらおうかな」

　私に可否を仰いでいるようで、決定事項であるように思えた。私のおどろく顔を見て、彼は満足そうに瞳を細め、それから小首を傾げる。

「──脱がせて、気持ちよくしてくれる？」

　私は、彼から匂い立つ雄の色気にくらくらしながらうなずいた。

　──弘貴さんがそう言うなら、そうしてあげたい。

　バスローブの結び目に手をかけ、視線で「いい？」と問いかける。彼が笑んでうなずいたので、私は照れながら結び目を解いた。

「えっと……」

　紐を解いたはいいものの、そのあとの行動が思いつかない。再び視線で問いかける。

「都に任せるよ。俺が気持ちいいと思いそうなことして？」

「っ……」

　──そんなこと言われても、どうしていいかわからないよ。

　こういうとき、私はいつも受け身で──弘貴さんのされるがままになっている。

　いつも気持ちよくしてもらっているから、そのお返しをしなければとは思っていたけれど……いざその瞬間が訪れると、正解がわからない。

　とはいえ、固まっているわけにもいかないか……。

　私は思い切って、彼のバスローブの合わせ目をはだけさせた。細身のわりにしっかりと筋肉のついた胸元が露になる。

　逞しい身体。いつも、私を優しく、力強く抱いてくれる体躯だ。

「上手くできなかったらごめんね」

　私は謝りながら、彼の胸を軽く押し、身体を横たえる。そうして、彼のうえに馬乗りになったところで、剥き出しになった胸板に顔を近づけ、舌を出した。

「んっ……ふ、んんっ……」

　弘貴さんが私にしてくれているときのことを思い出しつつ、筋肉のラインにそって舌先を一生懸命滑らせる。

　私は弘貴さんの表情を盗み見て、反応を窺う。軽く息を詰まらせ、微かに呼吸を荒らげている。気持ちいいとは感じてくれているのだろう。……なら。

　私はあえて意図的に避けていた、胸の頂を舌先で突いてみる。

「っ……」

　弘貴さんが小さく呻き、ぴくんと上体が震える。

　──やっぱり、男の人もここ……気持ちいいんだ。

　もっともっと気持ちよくしたい。そう思って、今度は口のなかに含んで吸い付いてみる。女性のものとは少し違う小さな頂は。感触も独特だ。

「っ、気持ちいいよ、都……」

　彼にしてもらっているみたいに、唇全体を使ってちゅっ、ちゅっ、と優しく吸い立てていると、たまらず弘貴さんが声を上げた。

「ほんと……？」

　私は愛撫を止めずに目線を彼に向け、訊ねる。

「うん。都がしてくれてるだけで、もう……こっちもすごいことになってる」

　弘貴さんが「こっち」と指で示したのは、はだけたバスローブの隙間から見えるボクサーパンツを押し上げる剛直。私は愛撫を止め、彼の爪先を見るような形で反転し、彼の指先が示す先に視線を注ぐ。

　興奮を煽られ、びくん、びくんと小刻みに震えるそれは、布地の先端がわずかに濃いトーンに変色している。

「……っ、そう、だね」

　まるで、早く私がほしいと涙をこぼしているかのような痴態を目にして、私の鼓動はますます速まっていく。

「こっちもしてくれる？」

「うんっ……」

　断る理由がなかった。私は彼の身体に跨ったまま、まずは下着越しの腹部をそっと撫でる。女性の皮下脂肪のような柔らかさではなく、引き締まった筋肉の、ほどよく硬い感触がした。

「……さ、触るね」

　宣言をしてから、隆起する下腹部に手を伸ばす。私が触れた瞬間、生きものみたいに剛直が小さく震えた。布地のサラサラした感触の下に、じりじりとした熱を感じる。

「直接、触ってみて」

　恥ずかしいけれど、直に刺激されたいと思うのが当然だろう。

　私は自分を奮い立たせながら、彼の下着に両手をかけ、ゆっくりと下ろしていく。と、先ほどから興奮を露にしている屹立が、弾けるように飛び出してきた。

　──わ……いつもよりも大きい。

　本人の前で直視するのも気が引けて、目を逸らしていることが多いけれど……でも、なんとなくわかった。普段とは違うシチュエーションに、高ぶってくれているのかもしれない。ためらいがちに、まずは撫でるように触れてみる。

「……熱い」

　硬く、天を衝くように上を向いたそれは思わず小さく叫んでしまうほどの熱を孕んでいた。鈴口からは透明な露が溢れていて、筋を作り幹のほうまで滴っている。

　──こんなにも期待してくれているのなら、応えてあげなきゃ。

　私は俄然やる気になって、片手で彼の強直を軽く握った。多少粘性のある先走りを指にまとわせながら、慎重に上下に扱いていく。

「こう、で……いいのかな」

　乾いた指先では快感を得づらいだろうと心得ている。だから、溢れた欲情の証を潤滑剤にして扱く。くちゅ、くちゅという淫らな音が官能を刺激する。

「いいよ、都……すごくいい」

　目をつぶって興奮に耐える弘貴さんは、吐息を多く含んだ、興奮した声音で言った。

　──弘貴さん、とっても気持ちよさそう。私の愛撫をよろこんでくれてる……。

　稚拙な技巧で感じてくれているのは、心情的な部分が大きいのだろうけれど、だからなおのことうれしい。だってそれって、他の誰でもなく私がしてるから感じてくれてる、ってことだから。

　よろこびに比例して、膨らんだ先端からは欲情による滴りがあとからあとから溢れてくる。手がびしょびしょになってしまいそうなくらい。

　──もしかして、口でしたら……もっとよろこんでくれるかな？

　弘貴さんは毎回のように、私に口でしてくれてるんだし、私もしてあげたい──

「っ、あ──」

　思うが早いか、私は屹立の根元を軽く握り込んだまま、頭を低くしてその熱の塊の先を咥え込んだ。弘貴さんの唇から、切なげな吐息がこぼれる。

「ん……は、ふっ……」

　舌全体で剛直に触れると、塩辛いような、少し苦いような、独特の味が口に広がる。これが大好きな彼の味なのだと思うと、いとおしささえ湧いてくる。

　やりかたが合っているかはわからないけれど、とにかく私の愛撫に感じてほしい。少ない経験と知識を総動員し、上下の唇や舌の表面を押し当て、高ぶりを扱いていく。

「っく、都っ……」

　さっきよりも切羽詰まった声で名前を呼ばれてドキドキする。

「んっ……ひろたか……さんっ……ぁむ、気持ち、いい……？」

「気持ちいいよ──理性が、飛びそうになるくらいっ……」

　愛撫を止めずに訊ねると、弘貴さんが息を乱しながら答える。セクシーな声を聞いているだけで、私自身も愛撫されているかのようなじっとりとした興奮が襲ってくる。

　こんな風に大胆な行動ができたのは、弘貴さんの顔が見えない位置関係だからだろう。もし彼の視線を浴びていたらと思うと、恥ずかしすぎて死んでしまいそうだ。

　刺激を与えるほど、口の中の怒張は鋼のように硬度を増していく。表皮は柔らかいのに不思議だなと思いつつ、下手なりに頭を上下させ、さらに追い立てる。ところが。

「もういいよ、ありがとう」

「……？」

　制止をかけるように、私の腰に彼の片手が添えられた。

「ころまま、らしてっ……」

　ゴールはもうすぐ迫っているのに、中断するわけにはいかない。私は微かに首を横に振りつつ、口いっぱいに熱杭を受け入れ、不明瞭な発音で促した。

「そういうわけには──」

「いいろっ……ころまま……らしてほし、っ……」

　遠慮する必要はないのに、腰に触れる彼の手が、止めろとばかりにとんとんと軽く叩き、合図を送ってくる。

　それでも私は止めなかった。弘貴さんに思いっきり気持ちよくなってほしかったし、私の力で彼を満足させてあげたい、という思いもあったから。

「だめだ、ストップ──」

　理性と快感とがせめぎ合う震えた声で弘貴さんが小さくつぶやいたあと、口のなかに温かな飛沫を浴びた。

「んんんっ……!?」

　反射的に口を開けてしまいそうになったけれど、すぐにこぼれてはいけないと思い直してすべてを口腔内で受け止める。

　──びっくりした。こんなに勢いよく出るものなんだ……。

　冷静に考えたら普段は避妊具越しだし、直視はできない。実際に出るところを見て、感じたのは初めてだった。私は張り詰めた屹立を咥えたまま、吐精が終わるのを待った。その後、口のなかのものがこぼれないように口を窄めながら、彼自身を引き抜く。

「ごめん、すぐ吐き出して」

　顔を上げ、彼の身体から少し離れると同時に、弘貴さんが上体を起こした。心配そうに言いながら私の肩を優しく叩く。

　そんな弘貴さんのほうを振り向きながら、意を決してごくんと喉を鳴らした。

「──もう、飲んじゃった」

　今まで味わったことのない独特の風味は決して好ましいものではなかったけれど、彼のすべてを受け入れられたような気がして、妙な満足感があった。

　私の行動が意外だったのか、彼は心底おどろいた表情をしたあと、申し訳なさそうに眉根を寄せた。

「そこまでしなくてよかったのに。いやじゃなかった？」

「平気。だって、弘貴さんのだもん」

　その言葉にうそはなかった。弘貴さんが少しでもよろこんでくれるのなら苦ではない。私はあっけらかんと答えて微笑む。

「そんないじらしいこと言って……知らないよ？」

　すると、弘貴さんの瞳が飢えた肉食獣のように鋭く光った。私のバスローブの腕を引いて、その場に組み敷く。

「都のこと、思いっきり抱きたい。いっぱい喘がせて、蕩けさせて……俺のことしか考えられなくしたい」

　情欲を解き放ったばかりだというのに、彼の下腹部にあるものはもう勢いを取り戻していた。きれいな顔に似合わない、赤黒く猛々しいそれが、存在を誇示するように反り返っている。

　──今、出したばかりなのに、もう、こんなになってる……。

　拙い行為でも、彼の欲望に火をつけることができたのだ、と思った。いつも穏やかで余裕のある弘貴さんの理性を奪える存在であることがたまらなくうれしいし、自身の心と身体が高ぶっていくのがわかる。

「今の私……もう、弘貴さんに抱かれることしか考えてないよ」

　早く彼に奪われたかった。赤面しそうな言葉でも、劣情に焦がされている今なら音にすることができた。弘貴さんは本能的な欲求に囚われた瞳のまま唇の端を上げて笑った。

「じゃあ、都の望み通りにしないとね」

　弘貴さんは私の頭をそっと撫でてから、はだけていたバスローブを脱ぎ、そのポケットに忍ばせていた避妊具を取り出して装着する。

　彼はどんなに切実な状況でも、避妊具は絶対に欠かさない。

　こういうアイテムについては自分からは言い出しにくいので、彼のこの紳士な対応はとても素敵だと思っているのだけど……一方で、それすらも忘れてしまうくらい、私をほしいと思うことはないのだろうか、と考えたりする。

　──私は、一度くらいはなんの隔たりもなく愛し合いたいと思うことはあるけれど、弘貴さんはどうなんだろうか。

　……なんて、そんないけないことを考えてはだめだ。私のことを思いやってのエチケットなのだから、感謝しなければ。

「都」

　考えごとをしているうちに、準備を終えた彼が頬にキスを落とした。そして、素早く私のバスローブの合わせ目を解くと、今度は胸元にキスをしながら、下腹部に手を伸ばしてくる。

「──あぁ、解す必要なかったね。こんなに濡れて」

　すでに秘裂が熱く熟れていることを知ると、彼はぬかるみに指先を埋め、泉のように湧き上がる愛液を掻き出すように指先を動かした。

「んんんっ……！」

「俺のを舐めて、飲んだだけでぐしょぐしょになるほど、気持ちよくなっちゃったんだ」

「……だ、だってっ……」

　言い訳のような言葉が口をつくけれど、あとに続かない。事実だからだ。……彼に奉仕をしただけなのに、身体が高ぶって反応してしまった。

「都のそういうところ、かわいくて好きだよ」

　照れて黙り込む私の唇にキスしたあと、弘貴さんはそう言って私の身体を抱きながら、くるりと上下を反転させる。

「──俺のうえに跨って、イイところで腰を落として。……そのまま、挿れてごらん」

　いつもリードしてもらってばかりの私には、勇気の出ない指示だった。上手くできるだろうか、と少し不安になる。

「怖くないよ、大丈夫」

　弘貴さんの手に導かれ、彼の怒張の根元に手を添える。感触を確かめるように軽く握ると、太ましい幹がひくん、と震えた。両膝で身体を支え、恐る恐る屹立の上に腰を下ろしていく。

「っ、ぁああっ──」

　入り口に避妊具越しの切っ先が当たると、多少の抵抗感はあるものの、自重がかかっているせいもあり、順調に呑み込んでいく。やがて、逞しく熱い屹立にお腹のなかをいっぱいに塞がれた。

「どう？　いつもより奥に届いてる感じ、しない？」

「ぁ……するっ……」

　隙間なく密着するこの体位は、彼自身がより深くまで侵入してこれるためか、ひとつになっている感覚が強い。その状態で、彼がゆっくりと下から突き上げてくる。

「やぁ、動いちゃだめぇっ……」

　ずん、ずん、と打ち付けられるたびに、奥の窄まりを刺激される。お腹の奥がしびれるようななんともいえない快感に、私はたまらず喚いた。

「イイところに当たるから？」

　彼が揶揄めいた表情を見せる。むしろそれを知っているから訊ねているみたいだった。その間も、抽送は止まらない。

「いじわるっ……んんんっ……！」

「かわいいから、いじわる言いたくなるんだ。都のせいだよ」

「そん、なぁ──はぁ、んんっ、やぁあっ……！」

　──奥、トントンされながらいじわるなことを言われるの、気持ちいいのが止まらないっ……。

　いじわるなことを囁かれながら気持ちよくなってしまう私は、どこか変になっているんだろうか？

　むしろ、もっと言ってほしい──とか思っているのは、さすがに問題がある気がするけれど、どうにもできない。……いじわるを言いたくなるのが私のせいなら、こんないやらしい身体になってしまったのは、弘貴さんのせいだ。

「俺が動いちゃだめなら、都が動いてみる？」

　言いながら、弘貴さんは急に動きを止めた。突然刺激を失い、もどかしさで触れ合う場所が切ない。

「自分が気持ちいいと思うところを見つければいいだけだよ」

「っ、む……難しいよっ……わかんないっ……」

　与えてもらえない以上、自身で快感を紡ぎ出すしかない。けれど、どんな風に動けばどのような悦びを掴まえられるのかがわからない。そもそも、動きかたさえぎこちなく、思うようにはいかない。

「そんなんじゃ気持ちよくなれないよ？　……仕方ないな」

　一向に刺激を生み出せない私に痺れを切らしたらしく、弘貴さんはおかしそうに笑って再び律動を始めた。

「んぁ、はぁっ……！」

　焦らされた分、ピンポイントに責められると呼吸が止まりそうなほどの悦楽が駆け抜けていく。快感の熱に浮かされ身体に力が入らなくなってくると、弘貴さんが両手でがっちりと腰を支えてくれる。彼は、それから上体を前に倒すように、私に指示した。

「ほら、キスしながら動いてあげる。……都はキスしながらナカ突かれると、すぐにイっちゃうよね」

「そん──ぁむっ……」

　前方に倒れたおかげで胸が密着し、自然と顔が近くなる。「そんなこと言わないで」と発する前に、唇を塞がれてしまった。

「んっ、はぁっ、んん──ふ、ぅうっ、んんっ……」

　唇が重なると、すぐに彼の舌先が潜り込んでくる。私のそれを見つけて掬い、ざらざらした部分を擦り合うように小刻みに動かした。下肢での律動に合わせ、なにも考えられなくなるような恍惚に浸り、鼻を鳴らした。

「んんっ！　んむぅっ……ふぅ、んんっ！」

　まるで口の中でもセックスしてるみたいだ、と思った。唇を割って舌が出たり、入ったりする。まったく同じ現象が下の口でも起こっていることが、とてもエロティックに思える。

　──だめ、こんな風にされたら、本当にすぐイッちゃうっ……！

「ん～～っ……む、ぅうっ──んんんんっ……!!」

　上も下も責められて、頭が変になりそうだった。奥の窄まりに猛った切っ先がぎゅうっと押し付けられ、激しい悦楽が滾った。

　その瞬間、私はあっけなく高みに導かれる。気が遠くなるような絶頂感に腰がびくびくと震え、全身に緊張が駆け抜ける。

「今、イったでしょ？　ナカがきゅうって締まったからわかったよ」

　すぐにそれを悟った弘貴さんが、蕩け切ってへたりこむ私の耳元でまたいじわるく囁いた。

「身体中掻き回されて気持ちよかったんだ。……かわいい」

「っぁ、あぁ……」

　彼の、低音での言葉責めがすごくえっちで、扇情的で──全身がぞくぞくと震えた。

「もっともっと、イかせてあげるね」

　彼はぺろりと唇の端を舐めてから、律動を再開させる。

「や、だめぇ……私、今っ……」

「知ってるよ。イったばっかりで敏感になってるんだよね」

　達したばかりの身体は、触れられただけでも肌が粟立つほど敏感になっている。少し休ませてほしいという意味で彼の動きを遮ろうとしたけれど、取り合ってもらえない。それどころか──

「──だからしてあげたいんだ。都の知らない快感を教えてあげたい」

「あんっ、あぁあっ！　やぁあっ！」

　弱り切った私の身体にさらなる愉楽を刻み付けるかのごとく、剛直を押し付けてくる。私は悲鳴のような嬌声を上げながらかぶりを振った。

　──こんなの、すごすぎて……壊れちゃうっ……！

「ぁあ、やめてぇ──これ本当にだめだからっ……！」

「そんなこと言って、痛いくらいにぎゅうぎゅう締め付けてきてるのは誰？」

　規則正しい抽送を続けながら、弘貴さんがからかうように訊ねる。

「──もっと気持ちよくなっていいんだよ。俺も、都と一緒にイきたい……！」

「あはぁっ、やだぁっ……！」

　律動の間隔が狭くなる。目の前で、チカチカと白い光が点滅するような錯覚に陥った。

「クリこんなに腫らしておいて説得力ないよ。ここもいじってあげる」

「んぁあああっ……！」

　ひと際感覚が鋭敏になっている秘芽を親指の先で扱かれると、一気に快楽の波が押し寄せてくる。

「弘貴さんっ、だめぇ……私、私っ……またっ……！」

「イッていいよ。一緒にイこう、都」

　私はその波に呑まれ、溺れそうになりながら、なんとか言葉を紡いだ。内壁を擦る弘貴さんの動きが、もう一段速くなる。コツコツと膣奥の行き止まりをノックする間隔も狭まって──快感のメーターが振り切れる。

「あ、あ、あ──んぁああああっ……!!」

　秘芽とナカを同時に刺激しながら、ひと際強く行き止まりを突いた弘貴さん自身が、大きく脈打った。ほぼ同時に、身体が沸騰するのではないかと思うほどの強烈な感覚に支配され、私は二度目の絶頂を迎えた。

　すると、お腹の奥でなにかが決壊したような感覚があって──鮮烈な歓喜とともに、接合部から熱いものが噴き出てきた。

「っ!?」

　──えっ、なにか出て……!?

　一瞬、なにが起きたのかわからなかったけれど、私と弘貴さんのお尻の下に大きく染みができたことで、すぐに思考を羞恥が乗っ取った。大人にもなっておもらしなんて、あまりにも不名誉すぎる……！

「ご……ごめんねっ、弘貴さん、わ、私……いい大人なのに」

「……？　あぁ、違うよ」

　おどおどする私の顔を心配するように見上げていたけれど、じきにふっと噴き出し、私の髪をいとおしげに撫でた。

「大丈夫。いっぱい気持ちよくなるとこういうこともあるんだ」

「……そう、なの？」

　弘貴さんがうなずく。

　まだよく理解できていないけれど、私が思っていたような、大人として取り返しのつかない失敗ではなさそうな雰囲気だ。

「──それくらい、たくさん感じてくれたんだね」

「ほ、本当にごめんなさいっ、私ってば……」

　……いや。安心しかけてしまったけれど、いずれにせよイレギュラーなことには違いないのか。こんなことは初めてなわけだし。

　やっぱり拙いことをしてしまった気がしてもういちど謝ると、彼は微笑んだまま首を横に振った。

「いいんだって──」

　そして、私の背中に手を回して、繋がったまま抱きしめてくれる。私の肩に顔を埋めた彼が続ける。

「……本当、都は気にしすぎ。俺がいいって言ってるんだから、信用して？」

「う、うんっ……ありがとう」

　……そっか。弘貴さんがいいって言ってくれてるんだから、それでいいのか。

　彼と一緒にいると本当に心地よい。私のすべてを許容し、肯定してくれるのが心強いし、前向きな気持ちになれる。

　笑ってお礼を言うと、弘貴さんもうれしそうに微笑み返してくれた。




「弘貴さん、明日も朝、早く出ていっちゃうんだよね」

　シャワーを浴び、就寝の支度を整えたあと、私と弘貴さんはベッドに入った。私が手前側、弘貴さんが壁際。部屋の照明を落とす前に、私が確認する。

「うん。そうだね……いつもごめん」

「ううん。違うの。そういう意味じゃない」

　申し訳なさそうなトーンでとなりの彼が答えたので、決してそれを責めるような意図ではなかったことを伝えてから続ける。

「……よかったら、私も少し早めに起きるから、朝ごはんでも一緒に食べない？」

　今まで口にしたことのない誘いを、勇気を出して告げてみる。

　弘貴さんと会うタイミングは、いつも夕方から夜にかけてだ。食事をして、お酒を飲んで、ホテルへ行き、翌朝私が目覚める前に彼が部屋を出ている──という流れが、暗黙のルールとなりつつある。仕事が忙しいせいか、会う日は数日前に彼が指定してきて、私がそれに合わせるという形。

　最初は会えるだけで幸せだったけれど、その幸せに慣れてしまった私は少し不満だった。

　……なんだか、セックスするために会っているのでは、とも思えて。

　もちろん、誠実な弘貴さんからはそういう態度を少しも感じないし、彼だって少ない自由時間のなかで私と会う時間を作ってくれているのだとわかっている。

　ならせめて、明るい時間のデートというものも経験してみたかった。決して疑っているわけではないけれど、それをクリアすることで、彼の私を「好きだ」という気持ちが本当だと思える気がしたのだ。

「いいよ、俺に合わせなくて。都はゆっくり寝てて」

　私の意に反して、彼の答えはノーだった。優しい彼のことだから、言葉通りに受け取れば、自分の都合で無理をさせたくないと思っているのだろう。

　──合わせてるわけじゃなくて、もっと弘貴さんと一緒にいたいってことなんだけどな。

　喉元まで言葉が出かかったけれど、すんでのところでこらえた。

　弘貴さんだって、私のことを本当に好きなら少しでも長く同じ時間を過ごしたいって思うはず。

　でも……そうじゃないってことは、彼が同じ気持ちでいるとは限らないのかもしれない。なら、無理強いはできない。

「ありがとう。じゃあ、そうさせてもらうね」

　私は咄嗟に笑顔を作って言った。

　変にごねて、彼を困らせたくはない。ただでさえ責任のある仕事で疲れているだろうに、自分の考えを押しつけると、さらに彼の気持ちが離れて行ってしまうかもしれない。

「うん。……おやすみ」

「おやすみなさい」

　弘貴さんがそう言って壁際を向いたので、私は手を伸ばして室内の間接照明を絞った。

　彼はいつも、私に背を向けるような形で眠る。左の肩を下にしないとしっくりこないから、と言っていたけれど、こっそりとバリアを張られているようで、ちょっと寂しい。

　……なんて、本人に直接言えたら楽なんだけど。

　言いたいことをすべて飲み込んで、私も眠りにつくことにした。そっと瞼を閉じる。

　──今はまだ、これでいいんだ。ふたりで過ごす時間を積み重ねていって、もっと言いたいことを言い合える関係になるまでは、多くを求めすぎないようにしよう。

　数日後、私のその決意は脆くも打ち砕かれることになろうとは、このときの私はまだ知る由もなかったのだった。







６








「彼女だと思ってたのに遊ばれてた？」

「そうなの、ひどくない!?　私、医者なんてもう絶対に信用しないっ」

　休日のカフェ。二人掛けの向かい側、テーブルに突っ伏して喚いたのは友人の弓香だ。長く手入れの行き届いた茶髪がケーキ皿やティーカップのなかに入りそうになっている。私はさりげなくお皿とカップをこちら側に寄せた。

「……おかしいと思ったんだよね。ふたりで会ったとたん、いきなり好き好き言い始めてさ。でも、私もいいなぁって思ってたから、そのおかしさに気付けなくて」

　落胆してそうつぶやく彼女に、私はなんて言って声をかけていいかわからなかった。

　弓香に『聞いてほしい話がある』と言われたのは一昨日のことだ。怒り心頭といった様子だったのでなにごとかと思ったら、合コンで出会った男性に遊ばれていたというのだ。

　合コンというのは、そう──汐里に誘われて私も参加した、あの飲み会のことだ。弓香はそこで出会った酒木くんといい感じになり、お付き合いすることになったのだという。

　ところが、酒木くんにはほかにも付き合っている女性がいると、たまたまスマホに入った通知を見たことで発覚。しかも悪いことに、問い詰めてみるとそっちの彼女が本命だと白状したらしい。『面倒な女とはもう会わない』と一方的に宣言した酒木くんとはそこで音信不通になってしまった。弓香はいわゆる、都合のいい女扱いをされていたらしい。

「合コンに来るような医者は遊び慣れてるよね、絶対」

「……うーん。それは、お医者さんにもよるかもしれないけど」

　私は脳裏に弘貴さんを思い浮かべながら言った。彼のように、合コンみたいな集まりを嫌う医師もいるのだろうけれど、少数派なのだろうか。私が首を傾げながら答えると、彼女ががばっと顔を上げる。

「ううん、みんなそうだよ。で、ああいう飲み会で私みたいな、落としやすそうな都合のいい女を探してるんだなぁって思った。汐里とも電話で話したんだけど、あのメンツでよく女の子と飲んでるようなこと言ってたから、日常茶飯事なんだと思う。……上手く騙されちゃった」

　額に手を当てて、重い溜息を吐く弓香。

　弓香は自分のことを落としやすそうな都合のいい女、と言っているけれど、決してそんな雰囲気の女性ではない。むしろ高嶺の花だ。

　華やかな顔立ちにトレンドのメイクとファッション。その割に、中身は真面目で几帳面だ。私が長年彼女と友人をやってこれているのも、彼女が他人と丁寧な関わりを持てる人であるからに他ならない。

　そんな彼女を都合よく振り回した酒木くんに、私も怒りを覚えずにはいられない。

　こんなとき汐里か茉耶がいれば、気の利いたひと言も出るのだろうけれど、直近の連絡過ぎて捕まらなかったらしい。『都が会って話聞いてくれてうれしい』と弓香がよろこんでくれたのが救いだ。

　その弓香が、ふと思い出したようにまた口を開く。

「──思えばご飯のあとホテルって流ればっかりで、本当にそれだけが目的だったんだよね。ことが終わったら朝早くにいなくなってるか、ひどいと自分だけシャワー浴びてさっさと帰っちゃうときもあった」

「それは寂しいね」

「でしょ。会う日程を決めるのも直前で、いつも平日の夜。忙しい向こうの予定にこっちが合わせるしかなくて」

　彼女の愚痴に共感しながら、内心で「あれ？」と思う。……どこかで聞いたことのある話だ。というか、身に覚えがある。

「避妊こそ毎回ちゃんとしてくれてたから、大事にされてるって思いこんじゃったんだよね。でも遊びだからこそ、絶対に間違いがないように気を付けてたのかも」

「そ、そう……」

「向こうの家に誘われたこともないし、どこに住んでるのかさえ教えてくれない用心深さだったから……深い関係にはならないよって意思表示だったのかな……」

「…………」

「冷静に考えればわかるのに、どうして見抜けなかったんだろう」

　弓香の状況が、私自身にも当てはまり過ぎていて、強い不安を感じずにはいられない。

　『付き合っている』という言葉での確認がないだけで、私は弘貴さんから大切にされているし、愛されていると思っていたけれど……それすら勘違いかもしれないのか。

　考えたくないけど──もし、合コンが嫌いだという話も、患者とは一線を引きたい性分だという話も、信用させるためのうそで、遊び慣れている彼の常套手段だとしたら。

　──私も弘貴さんにとっての、都合のいい女？

　いやな想像が暗雲のように垂れこめて、息苦しくなる。

　……そうだよね。弘貴さんみたいな素敵な人がフリーだなんて、やっぱり無理があったんだ。

　失恋に打ちひしがれている弓香の悲しげな顔が、ほんの少し先の未来にいる私を映し出しているみたいだった。





◆◇◆






「──やこ、都」

「えっ？」

　それから四日後の夜。弘貴さんおすすめの、日本ワインと地鶏の焼き鳥がおいしいバーで食事を終えた私たちは、お店を出て、規則的に並ぶ街灯に沿って歩道を歩き始めたところだった。

「聞こえてる？　……なにか別のこと考えてたでしょ」

「ご、ごめんねっ。そういうつもりじゃ」

　おかしそうに顔を覗き込んでくる弘貴さん。私はしどろもどろに言って両手を合わせた。

　せっかくふたりで会っているのに、余計なことを考えてしまっている。弓香から報告を受けた日から、もしかして弘貴さんも──という、疑念を抱くようになってしまったのだ。

　訊けば聞くほど、弓香の話が他人ごとに思えない。平日の夜から朝方にかけての逢瀬の目的なんて決まり切っている。

　酒木くんの場合、休日は本命の彼女のために使っていたようだ。ということは、私が存在を知らないだけで、弘貴さんにも本命と思しき女性がいたりする……？

「ううん。都のちょっと抜けてるところも好きだから、いいよ」

　私がそんな風に憂慮しているとはまったく感じていなさそうな、穏やかな笑顔で彼が言った。

　弘貴さんは愛情表現を欠かさない人だと思う。「好き」という言葉は、こちらが恥ずかしくなるくらい、日常会話のなかでもナチュラルに発してくれる。それがうれしい。

　うれしいけれど──自分が都合のいい女なのかもしれない、という不安のなかでは、過剰な愛情表現に対して「それは本心？」と疑ってしまう。

　私にとって異性への「好き」は、いちばん大切な人にしか使わないものだけれど、弘貴さんにとっては違うかもしれない、なんて思ったりして。

　疑念が膨らみ始めたとき、彼がおもむろに立ち止まったので、私もそれに倣う。

「──今日も泊まっていける？」

　いつもの、夜のお誘い。普段なら迷わず「うん」と返事をするところなのだけど、今日は違った。

「え、と……」

　このときのために用意していた言葉がある。私は横に並び立つ彼へ、勇気を出して「あの」と発する。

「迷惑じゃなければ……弘貴さんの家に泊まってみたいな、って思ってるんだけど」

「俺の家？」

　普段通りならば、駅に近いシティホテルに宿泊する流れだ。だから、彼にとっては意外な申し出だったのだろう。ちょっと困った風に「あぁ」とつぶやく。

「──うちは遠いから」

「今日じゃなくてもいいの。今度でいいから、呼んでくれる？　弘貴さんのお家、行ってみたい」

　諦めきれずに畳みかける。もちろん、即ＯＫがもらえないだろうことくらい織り込み済みだ。ならば、家に呼んでもらえる確約がほしかった。そのときの反応で、弘貴さんが本当に私を家に呼んでもいい間柄と思っているのかどうかを測れるのではないか、と考えたのだ。

　──私を彼女だと思ってくれているのなら、家に招いてくれるよね？

　──お願い、弘貴さん。「わかった」ってひと言うなずいてくれるだけでもいいの。それだけで少し希望が持てるから……。

「……家、か。うーん」

　祈るような気持ちで彼の言葉を待つと、返ってきたのは困惑に満ちた、曖昧な言葉だった。視線もこちらには向けてくれず、コンクリートの黒い地面に注がれている。

　私は頭をガツンと殴られたようなショックを受けた。

　──やっぱり私は、都合のいいときに会えるだけの女だったの？

　彼からはっきりと宣告されたわけではないけれど、明らかに歓迎されていないことがわかって……確信してしまった。幸せな景色が急に反転したみたいに映り、心がバラバラになってしまいそうだ。

　──弘貴さんの彼女じゃなかったんだ、私は……。

「割り切って会ってる女性には、やっぱり自宅は知られたくないものなのかな」

「え？」

　胸が苦しくて我慢できなかった。寂しさを吐露すると、弘貴さんが怪訝そうに短く訊ねる。でも、このままでは冷静に会話を続けられる自信がなかった。

「ごめんなさい。今日はもう帰る」

「都？」

　弘貴さんに視線をくれると、街灯に照らされた彼は珍しく慌てた顔をしていた。

「怒ってる？　……急に、どうしたの」

　唐突に帰ろうとする私の様子に、弘貴さんの表情が深刻そうなそれに変わる。

「ごめん、弘貴さん」

　今夜はもう、どんな顔で、どんな風にあなたと接していいかわからない。自分勝手を承知で、私は早足で駅のほうへと歩き出した。

「待って」

　彼の靴音が追いかけてくる。今、弘貴さんと話をしたら、彼を責めてしまいそうで怖かった。都合のいい女のままでいるのはいやだけれど、嫌われたり疎ましく思われるのはもっといやだ。

　だから早く帰らなきゃ──そう強く念じた刹那。

「──！」

　駆け出したパンプスの爪先になにかが当たった。街灯を支えるコンクリートの基盤のでっぱりであることに気付いたのは、バランスを崩して前方に大きく上体が傾いたときだった。

「都！」

　地面に身体を打ち付ける覚悟を固め、ぎゅっと目をつぶったけれど、痛みは訪れなかった。

「っ、あれ……？」

　怖々と目を開けると、私は弘貴さんの腕のなかにいた。倒れ込みそうになった直前、私に追い付いた彼が私を抱き寄せ、助けてくれたのだ。

「間に合った。……急に走り出したら危ないよ。都は特に気を付けないと」

「あ……ありがとう……」

「どういたしまして」

　心底ホッとした風に弘貴さんが言って、私の身体をそっと離した。

　私のドジを知っているからか、弘貴さんには頻繁に助けてもらっているけれど、今回ばかりはまた通院になるかもしれない危険を孕んでいたから、本当に感謝だ。

「それより、どうして急に帰るなんて言い出したの？　理由を教えてほしい」

「…………」

　私をまっすぐに見つめて、弘貴さんが訊ねた。

　転びかけるというアクシデントがあったせいで、感情がクールダウンして多少平静を取り戻すことができた。なにから話そうと悩んでいると、彼が続ける。

「俺といるのがいやになった？」

「逆だよ。……好きだから」

　嫌いならこんな風に悩んだりしない。私は俯けていた顔を上げ、意を決して思いを打ち明けた。怯えを孕んだ声が震える。

「弘貴さんが好きだから、遊びの関係なら……もう一緒にいられない」

「どういうこと？」

　弘貴さんの眉がぴくりと跳ねる。

「──さっきも、『割り切って会ってる』とかなんとかって言ってたよね。ちゃんと説明して？」

　ここまで言って、まだ私に言及させようというのだろうか。

　……いつまでもこの関係のままではいられないのだし、潮時なのかもしれない。私は彼を失うかもしれないという恐怖を押し殺しながら、これまで確かめられずにいたことを訊ねてみる。

「……私たちって、付き合ってるの？」

　音にした瞬間、ついに訊いてしまった、とも、やっと訊けた、とも思った。この質問したことにより、私たちの関係は終わってしまうかもしれないけれど、もう止められなかった。妙な解放感を覚えながら、さらに続ける。

「ずっと気になってたけど、煩わしいと思われたくなくて訊けなかった。会うのはいつも夜で、ご飯のあとホテル──弘貴さんが忙しいのは十分わかってるつもりだけど、そのためだけに会ってる感じがして。不安だったんだ」

　弘貴さんは驚いているようにも、困っているようにも見えた。私にこうやって詰められるとは思っていなかったのかもしれない。

　──やっぱりこういうの、面倒だって思うのかな。

　でも、これでフラれるなら仕方がない。いちど深呼吸をしてから、また口を開く。

「家に行きたいって言ったら、あまり気が進まない反応だったから、やっぱり私が勘違いしていただけなんだってわかった。私は弘貴さんの彼女じゃなくて、遊び相手なんだって──」

「それは違う」

　それまで黙って話を聞いていた弘貴さんが、私の言葉を遮るみたいにして言った。普段穏やかな語り口の彼にしては、珍しく強い語調だっだ。

「ごめん。俺は都と付き合ってるつもりだったよ」

「え……？」

　返ってきたのは思いがけない言葉だった。現状と上手くリンクしないように感じて、ぱちぱちと瞳を瞬かせていると、弘貴さんがすまなそうに後頭部を掻く。

「いつも平日の夜、っていうのは……こっちの都合で申し訳ない。土日は診察や勉強会とかで丸一日の休みがとれないことが多いから、平日なら予定が読みやすいんだ」

「…………」

「必ずホテルに泊まるようにしてたのは……その、単純に都と一緒にいる時間を少しでも増やしたかっただけなんだけど……逆に心配させちゃったみたいだね」

　弘貴さんは私が打ち明けた不安に対して、ひとつひとつ律儀に答えてくれる。心地よく安心する声音が「あとは」と小首を傾げ、また続けた。

「──家だよね。……これも別に、気が進まなかったとかじゃなくて……都の会社からは遠くなるから、それならわざわざ家で会う必要もないかなって思ったんだ。ただでさえ俺の都合で平日の夜に会ってもらってるんだし、せめて翌日の通勤が楽なほうがいいと思って」

「……私に気を使ってくれたから、だったの？」

　──知らなかった。家に来てほしくないんじゃなくて、そのほうが私が楽だから、っていう理由だったんだ。

　確かに、選んでくれるお店やホテルは、私の会社の最寄り駅と同じ路線で、近場が多い印象だ。私のために選択してくれたことだとわかると、心にかかっていた靄が晴れていくように、気持ちが軽くなっていく。

「ついでに言うと……仕事が忙しいときは家のことまで頭が回ってなかったりするから、都を呼ぶなら万全な状態で呼びたいって思ったのもある、かな」

　ちょっと恥ずかしそうに付け加えたあと、弘貴さんの表情がきゅっと引き締まる。改まって「都」と私の名前を呼んだ。

「──大人になるとなかなかちゃんと告白ってしないし、それでわかってくれてると思いこんでたから……そんなに不安にさせてるなんて知らなかったよ。本当にごめん」

　彼はそう言って目を伏せたあと、真剣な眼差しをこちらへ向けた。

「改めて伝えるね。……都が好きだよ。俺と付き合ってくれる？」

　今まで胸に抱えていたもやもやが、一気に吹き飛んだ瞬間だった。

　──うれしい。弘貴さんも、ちゃんと私を好きでいてくれたんだ。

「も、もちろんっ」

　私は寸分も迷わずうなずいた。胸が温かいなにかでじわじわと満たされていく感じがする。

「……よ、よろしくお願いしますっ……！」

「うん。ありがとう」

　頭を下げると、弘貴さんがお礼を言いながら、私をそっと抱きしめてくれた。

　……私、弘貴さんの彼女でいいんだ。

　これからもずっと一緒にいられるんだ──！
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　そのあと、私と弘貴さんはいつも通りシティホテルに向かった。私たちの関係性も、夜から朝にかけてしか会えない事情も、すべてクリアになったから、そこから先はただただ、ふたりだけの穏やかでのんびりとした時間になる──はずだった。

「もぉ、やぁっ……！　ひ、ろたかさっ……！」

「やだ、やめない」

　生まれたままの姿で抱き合う私たち。部屋のなかは、ふたりの荒い呼吸と熱気とで充満している。声を枯らして喘ぐ私の首筋に、弘貴さんがキスをしながら言い切った。喉元に伝う汗をちゅっと吸い立て、それから舌で舐め上げられると、すでに何度か達している身体がびくびくと震える。

　ホテルに入って二時間ほどが経過した。もうそろそろ日付が変わりそうな時間だというのに、彼はなかなか私を解放してくれなかった。軽くシャワーを浴び、ダブルベッドに上がってからずっと。……正直、ヘトヘトだ。

「──俺がどんなに都を大事に思ってるか、体感してもらわないと」

「ごめんっ、だって……不安だったから」

　弘貴さんを焚きつけたのは、私が発した『私は遊び相手』というワードだ。普通のお付き合いをしていると思っていた弘貴さんにとっては寝耳に水。認識が大きくずれていたことに少なからずショックを受けたらしい。

「けっこう自分の気持ちは伝えてたと思うんだけどな。それが足りないと言われれば、俺が悪いのかもしれないけど」

「……んっ……足りないなんて思ってないよ」

　私にうえに弘貴さんが覆いかぶさる。こめかみに、頬に、キスを落とされながら寂しそうに彼がつぶやいたので、かぶりを振って答える。

「──でも、そうだね……弘貴さんはいつも言葉と態度で表現してくれてたのに……私が勝手に不安になって、疑っちゃったんだよね。それは本当にごめん」

　ホテルに入る前、彼に弓香と酒木くんの件を伝えて、自分もそうなのではと怖くなったことを打ち明けた。弘貴さんは理解を示してくれたけれど、彼自身に不誠実な思惑は一切なかったのだから、少し納得がいかないと思うのは当たり前だろう。

　……よくよく考えてみると、私も彼を傷つけてしまったのかも。

　申し訳なくて素直に謝ると、彼は笑って、唇にキスする。

「『好き』って、誰にでも言える言葉じゃないよ」

「……人によっては、思ってなくても言える場合もあるよ」

「考えすぎの悪いくせが出てる」

　つん、と額を軽く小突かれた。ちょっと不満げに眉を顰めた弘貴さんが、小さくため息を吐いた。

「酒木みたいに……そういうヤツもいるかもしれないけど、俺は好きじゃない女性に『好き』なんて、軽々しく言えないよ」

「……うん。そうだよね」

　──私が好きになった弘貴さんは、そんな人じゃなかったのに。わかってたのに、好きな気持ちが膨らみ過ぎて、冷静に判断できなくなっていたんだ。

「だから今日は……都を好きな気持ち、とことんわかってもらうから。いい？」

　いたずらっぽく微笑みながら、弘貴さんが訊ねた。黒々とした瞳の奥は、サディスティックにきらめいている。

「う……わ、わかった……」

　──その目にドキドキする。弘貴さんの想いを、刻み付けられたい。

「んっ……」

　弘貴さんが噛みつくように唇を重ねてくる。

　彼のおかげで、少しはキスが上手くなった気がしている。といっても、彼の所作を真似たり、応えてたりしているだけなのだけど、口づけを交わしているだけで、たまに意識が飛びそうになる瞬間が訪れるのは、それだけこの行為に心酔しているからなのだろう。

「あ、はぁっ……！」

　口腔内を犯されながら、弘貴さんの両手が私の胸をまさぐる。

　指で摘ままれ、甘噛みされてほんのり赤く色づいた頂を、また指先で転がされる。

「だめ、ぇ……指で、擦らないでぇっ……！」

「だって、触ってほしいって言ってるみたいだったから」

　ずっと刺激を与えられていたせいで、少し触れられただけでも電気が流れたみたいにぴりぴりする。無意識に腰を揺らしてしまいながら訴えると。いじわるな弘貴さんはふっと笑った。

「──こんなに尖らせておいて……触れないほうが可哀想だよ？」

「んんんっ……！」

　片側の膨らみを揉みしだきながら、もう片側のしこった頂にキスを落とした。舌先でとんとんと頂を刺激したあと、優しく吸い付く。

　……気持ちよくて、蕩けそう。私はただ頼りなく啼くことしかできない。

「ね、都。痕つけてもいい？」

「え？」

　弘貴さんが顔を上げて問いかける。そんなことを訊いてきたのは初めてだった。

「都は俺のものだっていうしるし、つけておきたい」

　それが独占欲によるものだとすぐにわかったから、私は胸を高鳴らせながらうなずいた。

　──私は弘貴さんのもの。そう思うだけで、お腹の奥から熱くどろりとしたものが滴る感覚があった。

「んっ……！」

　左の胸の膨らみにチリっとした痛みが走る。未経験の感覚だった。

　そういえば、キスマークをつけられること自体が初めてかもしれない。弘貴さんは細かく場所を変え、花弁を散らしたように三ヶ所、痕を残した。

　……すごい。こんなにはっきり残るんだ。

「あの……私も、いい？」

　満足そうに指先で痕をなぞる彼を見上げ、おずおずと切り出す。

「──弘貴さんが私のものって実感したい。だめ、かな」

　自身の身体に残るしるしを見て、猛烈に「共有したい」という衝動に襲われた。

　──でもこういうことを女性側が言うのって、ちょっと引かれるだろうか？

「いいに決まってる」

　私の不安をよそに、彼はうれしそうに承諾してくれた。

　やりやすいようにと、ふたりで上体を起こした。彼の両腕にしがみつき、私と同じ左胸に狙いを定めて、まずは軽くキスをした。女の私と違って、しなやかな筋肉に包まれたその場所。

「っ……？」

　それからいざ──痕を残そうとするけれど、上手くできない。

「俺がしたみたいに、もっときつく吸って」

「う、うんっ……」

　弘貴さんのアドバイスに従って何度かチャレンジするうちに──なんとかできた。彼がつけたもののように、くっきりと痕を残せたわけではないけれど。でも、そのほんのりと赤いしるしを唇で、舌で辿る。

「これで俺も、都のものだよ」

「……うん」

　頭上から落ちてくる弘貴さんの声もちょっとうれしそうだ。私はにやけてしまいそうになりながら顔を上げた。彼の手のひらに後頭部を掬われて、またキスを交わす。

「んんっ……む、ぅうっ……」

　唇が少しヒリヒリするのは、それだけ唇を重ね合わせたからだ。ともすれば、腫れそうなくらい。

「……俺たちって、これまで……何回キスしたんだろうね？」

「んぅっ……わ、わかんなっ……」

　弘貴さんも同じ感覚だったのかもしれない。唇と唇が微かに離れたとき、そんなことを訊ねてきた。

　──何回だろう。数えたことなかったな……。

「何回しても足りない……はぁっ……都とは、何度でもしたいって思う……」

「私もっ……」

　何度キスを交わしても、初めてのような新鮮さがあった。その割りに、回数をこなせばこなすほど、満足感と陶酔感は高まっていくのだから不思議だ。

　弘貴さんの唇がまた離れていく。優しい瞳で私を見つめながら、頭を、髪を撫でてくれる。

「都が思ってる以上に、俺は都のことが大事だよ。……都しか見てない」

「本当？」

「だからこうして、証明してるつもりだけど？」

　大きな手で撫でられていると、無条件に安心する。彼に身を委ねられるこの時間が、とても心地よかった。

「都が安心するなら、そのうち……家に泊まりに来てほしい。ほとんど寝に帰るだけだから、なにもないけど」

「いいの？」

　言葉だけじゃなくて、行動でも安心させてくれようとするところに心打たれた。嬉々として訊ねると、弘貴さんがしっかりと私の目を見てうなずく。

「……ありがとう」

　──やっぱり弘貴さんは。医師としても人間としても素晴らしい人だったんだ。私の目に狂いはなかった。

　こんなに素敵な人が彼氏になったなんて、私って本当に幸せ者だな──

「あっ──」

　幸福を噛み締めていると、彼が私の肩を抱いて、ベッドマットに押し倒した。

「も、もう一回……するの？」

「今日は、とことんわかってもらうって言ったはずだよ」

「ひゃんっ！」

　キスマークを付け合うことで一段落したかと思ったけれど、そういうわけではないらしい。弘貴さんは私の両脚を大きく開くと、その中心で戦慄いている秘裂に顔を近づける。

「さっきいっぱい潮噴いたからかな。まだここ……とろとろだね」

　これまでさんざん責められた名残か、そこは依然、潤いをまとっている。

「また気持ちよくしてあげる」

　そう言うと、彼は再び躊躇なく脚の間に顔を埋めた。

「んんん～～～……！」

　敏感な突起の皮を剥き、入り口の襞と一緒に舐め上げる。鮮烈な刺激に腰がびくびくと激しく跳ねた。

「俺がいじめすぎたせいで、真っ赤に腫れあがって……吸いやすくなってるね」

「やぁ、だめぇっ……！」

　ただでさえ敏感な場所が、刺激を与え続けられたせいでより敏感になっている。優しく吸われただけでも、身体中が甘く痺れて動けなくなる。

「指で解しながら吸ってあげるね」

　──待って、今ナカに指挿れたらだめっ……！

「ぁああああ……!!」

　赤い粒を吸われながら、指先でぬるぬるの内壁を擦られたら──頭の奥をぎゅっと絞られるような強い感覚に襲われる。私は、それだけで達してしまった。

「あれ？　もう軽くイッちゃった？」

　それに気付いていながら、弘貴さんは愛撫を止めてくれない。

「だめ、なのぉっ──敏感に、なってるからっ……」

　私は息を乱し、ぴくぴくと身体を痙攣させながら必死に訴える。

「そうだね。敏感になってるから……もっともっとたくさんイけるね？」

「あんっ！　あぁ──それすごぃい……！」

　愛撫の手を止めるどころか、差し入れた二本の指を出し入れし始める。

「じゅぶじゅぶ言ってるよ。指が溺れそう」

「言わないでっ……」

　身体がおかしくなってしまったのでは、とちょっと怖くなるくらい、入り口からは粘性の高い蜜が溢れてくる。指の抽送に合わせ、淫靡な音を立てては聴覚からも興奮を扇動してくる。

「ごめん、かわいいからつい、ね。……あ、ここ擦るのも気持ちいいんじゃないかな──」

　鉤型に曲げた指は、私が感じやすいスポットを的確に探り当て、膨らんだその場所をすりすりと擦り上げる。

「んんんっ!?」

「そうだよね。いっぱい擦ってあげる」

　私の反応が顕著であると悟ると、弘貴さんはナカで指を開いたり、閉じたり、優しく引っ掻いたりして、快感を煽ってくる。

　──だめなのに……そこ触られるの、弱いんだってば……！

「やだぁ、弘貴さんっ……！　それ──頭おかしくなっちゃうぅっ……！」

「都がおかしくなってるところ、見たいな。見せてくれる？」

　今夜の弘貴さんは容赦がなかった。腰ががくがくと揺れ、また絶頂の兆しが見えると、出し入れする指の動きを速め、追い立ててきた。

「──もう一回イッて？　いやらしくてかわいいイき顔、ちゃんと見せて」

　彼はそう言うと、もう片方の手の親指の先で、秘裂から顔を出した赤い粒を転がしはじめる。質の違う快感がぞくぞくと下肢を駆け抜けた。

　──見られちゃう。弘貴さんに、気持ちいい場所いじられてイッちゃうところ……！

「んぁああああああああっ……!!」

　激しい悦楽と羞恥とで、膨らんだ快感が破裂する。私はひと際甲高い声で啼くと、入り口を塞ぐ彼の指をきつく締め付けながら、また上りつめた。

　──……すごい……こんなのずっとしてたら……本当におかしくなっちゃいそうっ……。

「……えっちだなぁ。そんなの見せつけられたら、我慢が利かないよ」

　ベッドの脇のナイトテーブルから、避妊具のパッケージをひとつ引き寄せると、弘貴さんがそれを破り、私の痴態によって高ぶった自身に装着させる。

　この際だからと避妊具のことも訊ねてみたけれど、欠かさないのはやはり私を慮ってのことだったから安心した。『大好きだからこそ、都が困らないように大切にしたいんだよ』と。

　それを裏付けるようにナイトテーブルの下のくずかごには、私への愛情を示すかのごとく、使用済みの避妊具がいくつも捨てられていた。

　男性は一度果てたら休憩が必要だと聞いたことがある。彼の場合、それは当てはまらないらしいと、薄々気が付いていたけど……ここまでとは。

「おね、が……休ませてっ……」

「だーめ」

　イきっぱなしで余裕のない身体に、彼が挿入ってこようとしている。

「両手を着いて。お尻を上げて」

　弘貴さんは私を四つん這いにさせ、お尻を高く上げさせた。

　こんな前後不覚の状態で、そのいきり立ったものを受け入れたら……どうなってしまうのだろう。

　不安と微かな期待とでいっぱいになっていると、熱い切っ先が入り口の粘膜に触れる。ぴちゃり、と艶めかしい水音。

「～～～～……！」

　──うそ……!?

　ずん、と剛直を突き入れられた瞬間、私はまたあっさりと達してしまった。

「挿れただけでまたイッたの？　……俺のこと、どれだけ煽ったら気が済むの」

「あぁ、あ──はぁあっ……」

　快感も過ぎれば苦痛に近い。私はナカで脈打つ彼を感じながら、両腕で自分の身体を支えるのさえ困難になっていた。

「大丈夫？」

　彼が私の片腕を引いた。そうして触れられるのでさえ、ぞくぞくする。

「動くよ」

「ぁ、あ──待ってぇ……」

　ストップをかけるも、弘貴さんはゆっくりと抽送を始める。……存在感のある熱が、私のナカを行き来している。

「都が俺を咥え込んでるところ、全部見えてるよ」

「っ……！」

　後ろから、というのは、これまでほとんど経験がない。でも彼の言う通り、弘貴さんの視点からはすべてが見える体勢なのだろう。忘れかけていた羞恥心が再燃する。

「ナカできゅんきゅん痙攣してる。興奮する？　それとも……『もっと早く動いて』っておねだりしてるのかな」

「そんなことっ……」

　今与えられている悦びを受け止めるので精いっぱいなのに、彼はまたいじわるなことを言う。

「仕方ないな、動いてあげるよ──」

「あんっ！」

　彼は私の腰をぐっと引き寄せ、力強く律動を始める。深くまで届いた切っ先が内壁をずりずりと擦っては、甘やかな刺激が生じて、思考能力を奪われる。

「この体勢だと……都の気持ちいいところ、触ってあげられるんだよね」

　言いながら、弘貴さんは片手を胸の膨らみに伸ばした。

「乳首？　それとも……クリのほうがいい？」

　胸の頂を捏ねたあと、指先が接合部に移動して、触れられたら平静ではいられなくなる剥き出しの突起を摘んだ。

「あ、あ、あ、あ！」

　──ナカ突かれながら、気持ちいいところぐりぐりされるのだめっ……！

「どっちが好き？　……答えてくれる？」

「クリ……クリが気持ちいいっ……！」

　頭がふわふわして、現実感がなかった。思ったままを口にすると、背後で弘貴さんが笑った。

「素直でいいね。……都の口からそんな風にいやらしい言葉、初めて聞いたかも」

「っ、だ、って──」

　気持ちよすぎて、このまま身体が爆ぜてしまいそうだった。取り繕う余裕なんて少しもなくて──なにも考えられない。

　私が泣きそうになって言うと、弘貴さんが私の耳元でこう囁いた。

「最初から言ってるけど……俺の前では、どんな都も見せていいんだからね。どんな都も、変わらず好きだから」

「弘貴さんっ……！」

　──不意打ちでそういうこと言うの、ずるい。

　私、きっともう──弘貴さんから離れられない。こんなにも思いっきり甘やかして、気持ちよくして、愛してくれる人は、今後現れないだろう。

「あ、ああっ……！」

　懲りずにまた、激しい衝動が身体の中心を駆け上がっていく。

「気持ちいい？　またイく？」

「き、もちいい、けど──弘貴さんの……顔が、見えないのっ……」

　弱い耳朶を食まれながら訊ねられる。息も絶え絶えに返事をすると、くすっと笑い声が響く。

「俺の顔見ながらイきたい？」

　私は大きくうなずいた。愛しい彼の顔を見つめて──上りつめたい。

「……やっぱりかわいい。わかった」

　彼は繋がったまま、私の片足を持ち上げて身体を反転させた。接合部が交差したことで、より挿入感が高まる。

「これなら顔、見られるね？」

「うんっ……！」

　鋭い快感に必死に耐えているかのような顔の弘貴さんが片手で片足を抱えたまま、もう片方の手で私の手を取った。指先を絡め、ぎゅっと握りしめてくれる。

「あっ、あっ──あんっ……！」

　その手を握り返しながら、これまで以上の愛しさがこみ上げてくるのを感じる。

「都……」

　激しく腰を打ち付けながら、弘貴さんが興奮により掠れた声で、私の名前を呼んだ。

「大好きだよ、都……」

「私も、弘貴さんが好き、大好きぃっ……！」

　──心も身体も怖いくらい気持ちいい。愛情と快楽とで満たされて、このまま溶け合いたいとさえ思った。

「イくよ、都──」

「私もイっちゃうっ……！」

　弘貴さんの律動に合わせて、甘美で艶麗な衝動が加速する。そして。

「んんんんんんっ……!!」

　彼の反り切った中心がより深く最奥を突いたとき、私は脳天を貫かれるような強烈な絶頂感を覚えた。下肢が甘く、激しく痺れるのを感じながら、頭のなかが真っ白になって──びくびくと身体を痙攣させる。

「っ……！」

　ほぼ同時に、弘貴さんも怒張を押し付けたまま、私のナカで果てた。

　──弘貴さん、大好き。

　私たちは互いの呼吸が整うまで、固く手を繋いでいたのだった──





◆◇◆






　──それから約二週間後のある夜。私は念願の、弘貴さんのお家に遊びにきていた。有言実行とばかりに、さっそく私との約束を果たしてくれたのだ。

　弘貴さんのお家は、都心にあるタワーマンションの１ＬＤＫ。勤め先の大学病院へは電車で三十分程度の距離だと思うけれど、整形外科医は急患が少ないから、仕事のオンオフをつけるために敢えて少し離れた場所を選んだらしい。

「……なんだか、緊張するなぁ」

「言った通り、なにもないでしょ？」

　彼が普段使っているだろうベッドに並んで座り、部屋のなかを見回した。

　案内されたのはリビングとひとつながりの寝室。弘貴さんは仕切りになっている引き戸を開けて、１ＤＫのようにして使っているらしい。つまり、寝室にいながらしてリビングまでを見渡せるわけだけど……目立った家具は、テレビと本棚、そして仕事用の机くらいのものだ。びっくりしたのは、ダイニングテーブルやローテーブルのような、生活のために使う椅子や机がないこと。すべて仕事用のデスクでこと足りるから、という理由らしい。

「でもすっきりしてて、きれいだね」

「フォローありがとう」

　ものがないということは、散らかりにくいということだ。私が言うと、彼はおかしそうに言って笑った。

　──それはそうと……。

「うう、初めてのキッチンだし、弘貴さんに料理を振るまうのも初めてだし……緊張するな」

　今日の夕食は、私が振る舞うことになっている。日々自炊をしていると話したら、弘貴さんが「食べてみたい」と言ってくれたからだ。

　誰かに食べてもらうほどのレベルでもないのだけど、せっかくお家に呼んでくれたわけだし、そのお礼も兼ねようと思った次第だ。メニューは王道の、肉じゃがとほうれん草のお浸し。だし巻き玉子。私自身が好きでよく作るので、よほどのことがない限りは失敗なく作れそうだけど、やはり他人の家だと勝手が違う。

「リラックスして。自分の家だと思って気楽に作ってよ」

　私の背中をぽんと叩く弘貴さんに、私は「うーん」と唸る。

「……気楽には無理だよ。だって、好きな人には料理上手って思われたいし」

　実力はさておき、大切な人に少しでも自分をよく見せたいと思うのは普通の感覚ではないだろうか。

「うれしいこと言ってくれるね」

　そう言って、弘貴さんが私の頭を優しく撫でた。

「今まで必要なかったから買う気なかったけど……都が頻繁に着てくれるなら、ダイニングテーブルセットくらいは用意しようかな」

「じゃあ、そうしてもらえるように頑張って作らなきゃ」

　──触れる手が温かい。彼の家に泊まって、彼のために料理を作る機会が増えるのは私にとってもよろこばしいことだ。彼との距離感がさらに縮まる気がして。

「さっそく、キッチン借りるね」

　私はベッドから立ち上がって、キッチンのスペースに移動する。

　自炊しないと言い切るだけあって、こちらもものが少なく片付いている。傍らには、来がけにスーパーで購入した食材の数々が、レジ袋に入って置かれている。

「えーと、包丁、包丁──いたっ」

「都？」

　包丁がしまってありそうな引き出しに手をかけ、すぐにその手を引っ込めた。私の声を聞きつけ、ベッドのほうから声が飛んでくる。

「……手挟んじゃった」

　一緒に下の段に手をかけてしまって、下段の引き出しと上段の底との間に人差し指を挟んでしまった。

「大丈夫？　すぐ冷やして」

　すぐに弘貴さんが駆けつけて来てくれた。私の手を取ると、シンクの水道のレバーを押して水で冷やしてくれる。

「赤くなってるだけかな。……骨に異常はなさそうだけど」

「ご、ごめんねっ。ありがとう」

　十分に冷やしたあと、人差し指の状態を注意深く確認してくれる。周囲よりも赤みを帯びているけれど、鋭い痛みや違和感もない。

　さすがはお医者さんだ。的確な診断が頼りになる。

「気を付けてほしいところだけど──なにかあったら俺が治すから」

「心強いな」

　弘貴さんは私の指をそっと話すと、額に軽くキスをしてくれる。ふっと柔らかな笑みを浮かべたあと「よろしくね」と、元居た場所へ戻っていく。

　私はつくづく、弘貴さんの存在に救われている。

　彼がそばにいてくれるおかげで精神的に安定して、仕事のことで先回りして気を揉んだり、くよくよ悩まなくなった。これはかなり大きい。

　職場での人間関係も変わらず上手く行っているし──最悪の状況からの出会いは、私に思いがけない幸福を運んできてくれた。

　そそっかしくて考え込みやすい性格は直せないし、それゆえの苦労はこれからもたくさんあるだろうけれど、私には、私の心と身体を守ってくれる主治医がついている。

　だからきっと大丈夫。心配し過ぎないで、大切な彼とともに未来を歩んでいこう。

　さて。気を取り直してご飯を作らなくては。……弘貴さんの口に合うといいな。

　彼が「おいしい」と言ってくれるのを想像しながら、まずは、メインの肉じゃがに取り掛かるべく、レジ袋からじゃがいもを取り出したのだった。
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　こんにちは、もしくはこんばんは。（毎度代わり映えのないご挨拶ですみません……）

　この度は『極上ドクターと過保護で淫らな耽溺夜を ～奥手な私が容赦のない猛愛に蕩けさせられています!?～』をお読みくださり、まことにありがとうございます！

　優しくて誠実な医師のヒーロー×頑張り屋女子のお話でしたが、いかがでしたでしょうか？

　私は前向きで一生懸命なヒロインちゃんが大好きなので、今回のお話、とても楽しく書かせて頂きました。

　対するヒーローは、仕事熱心だけど、ステータスに惹かれて寄って来る女性が苦手な真面目系。完全に私の嗜好が出てるなと思うのですが、スペック高めなヒーローを書くと、ヒーロー自身はそのスペックを目当てにしている女性を嫌う、みたいな性格になりがちです。今回もその例に漏れず、吹浦先生は自分の人柄を好いてくれる都に惹かれていく……というストーリーでした。

　病院って、怪我をしたり病気をしたりと、自分の身体が困ったことになったときにお世話になる場所ですよね。なので、診察時には多かれ少なかれ患者さんは不安が生じてしまうと思うのですが、そういうときだからこそ、担当してくれた医師の方が印象に残るのかな、と思います。

　逆に医師の方は多忙なので、患者さんをひとりひとり覚えるのは大変だろうと思ったりするのですが、そんななかでもお互いに惹かれ合ってしまう──というところにエモさを感じて書きたくなった作品です。少しでも楽しんで頂けましたらとってもうれしいです！

　カバーを担当して下さった岡おか舘だていまりさま、とっても素敵なイラストをありがとうございます！　健気な都と、お仕事モードの白衣＋色気溢れる吹浦先生がとても美しいです！

　担当さま、いつも本当にお世話になっております、ありがとうございます。相変わらず謎の誤字脱字が多く、特に初稿の際は申し訳ありません……。

　編集部のみなさま、この作品に携わって下さったすべての方々、どうもありがとうございます！　こうしてまた一作書かせて頂けて大変うれしく思っております。

　作品の感想を頂けますと大変励みになりますので、よろしければＸなどでポストして頂けますと私が大変よろこびます。（たまにエゴサしてるので、勝手にお返事させて頂きます！）

　それでは、今回はこれにて失礼いたします！






小こ日ひ向なた　江え麻ま
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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